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土
木
の
変
に
お
け
る
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
の
衛
所
官
軍
に
つ
い
て

A
bout M

ongolian O
fficers and Soldiers Living in C

hina in Tu- M
u Incidents
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越　
　

泰　
　

博

要

旨

　

明
の
北
辺
を
侵
掠
し
た
エ
セ
ン
（
也
先
）
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
撃
破
す
る
た
め
に
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
西

進
を
続
け
る
英
宗
の
親
征
軍
が
、
山
西
省
の
大
同
ま
で
来
て
も
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
姿
を
捕
捉
で
き
ず
、
行
軍
の
方
向
を
転
じ
て
東
還
を
開
始
し
た
の
は
、

八
月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
包
囲
攻
勢
を
受
け
て
、
明
軍
が
覆
滅
す
る
と
い
う
悲
劇
に
襲
わ
れ
る
土
木
堡
に
到
着
し
た
の
は
、
東

還
を
開
始
し
て
か
ら
わ
ず
か
一
週
間
余
り
後
の
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
十
万
と
号
す
る
大
軍
は
壊
滅
的
打
撃
を
蒙
っ
た
。
か
か
る
地
獄
の
よ

う
な
戦
場
か
ら
命
か
ら
が
ら
生
き
て
脱
出
し
た
も
の
も
一
部
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
多
く
は
戦
没
し
た
。
こ
れ
は
明
代
の
軍
事
体
制
そ
の
も
の
に
甚

大
な
軍
事
的
打
撃
を
与
え
、
事
変
後
樹
立
さ
れ
た
景
泰
政
権
に
と
っ
て
、
軍
事
体
制
の
再
建
は
焦
眉
の
急
の
問
題
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
多
大
な
損
害
を
蒙
っ
た
親
征
軍
中
に
は
多
く
の
中
国
在
住
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
が
含
ま

れ
て
い
た
。
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
が
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
、
新
出
史
料
に
も
と

づ
い
て
断
簡
零
墨
な
記
述
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
分
析
し
、
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
て
土
木
堡
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
干
戈
を
交
え
た
モ
ン
ゴ
ル
出

身
の
衛
所
官
軍
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
討
し
て
、
い
く
ば
く
か
の
未
知
の
史
実
を
掘
り
起
こ
し
、
土
木
の
変
は
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
に
と
っ

て
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
究
明
し
た
。



― 168 ―

キ
ー
ワ
ー
ド

『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』、
英
宗
正
統
帝
、
山
後
人
、
新
官
、
親
軍
衛

は
じ
め
に

　

北
方
あ
る
い
は
西
方
の
異
民
族
と
漢
民
族
（
中
国
）
が
互
い
に
鎬
争
う
こ
と
を
「
胡
漢
陵
轢
」
と
い
う
。
陵
轢
は
侮
り
踏
み
に
じ
る

こ
と
で
あ
る
。
明
代
中
国
の
北
辺
に
お
い
て
は
、
王
朝
創
立
以
来
歴
朝
を
通
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
「
胡
漢
陵
轢
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
沸
騰
点
が
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
に
起
き
た
土
木
の
変
と
嘉
靖
二
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
の
庚
戌
の
変
で
あ
る
。
庚
戌
の
変
は

さ
て
お
き
、
土
木
の
変
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
七
月
十
一
日
に
オ
イ
ラ
ト
軍
を
中
核
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
が

明
辺
に
侵
攻
し
て
く
る
や
、
そ
の
日
の
う
ち
に
親
征
の
議
が
起
こ
り
、
十
六
日
に
は
英
宗
の
親
征
軍
は
都
を
進
発
し
た
。
行
糧
は
一
ヶ

月
分
、
兵
器
は
八
〇
万
を
具
備
し
た
大
軍
で
あ
っ
た
。
英
宗
は
当
時
関
係
が
悪
化
の
一
途
を
辿
る
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
大
軍
を
も
っ
て

嶊
破
し
よ
う
と
し
た
が
、
逆
に
八
月
月
十
五
日
に
土
木
堡
に
お
い
て
撃
破
さ
れ
、
英
宗
は
捕
虜
と
な
っ
た
。
英
宗
に
扈
従
し
た
多
く
の

文
官
・
武
官
、
そ
れ
に
親
征
軍
を
組
成
し
た
厖
大
な
数
の
衛
所
官
軍
は
、
こ
の
と
き
に
戦
没
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
の
朝
野
の
人
々
に

大
衝
撃
を
与
え
た
土
木
の
変
と
呼
ば
れ
る
こ
の
事
件
は
、
そ
の
後
の
明
朝
の
政
治
体
制
・
軍
事
体
制
等
に
多
大
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ

せ
た
。
英
宗
の
捕
囚
は
、
景
泰
政
権
の
樹
立
以
後
、
奪
門
の
変
・
曹
欽
の
乱
と
、
相
対
的
不
安
定
と
混
乱
の
政
治
状
況
を
現
出
す
る
原

因
と
な
っ
た）

1
（

。

　

土
木
の
変
は
こ
の
呼
称
の
他
に
は
変
時
の
年
号
に
因
ん
で
己
巳
の
変
、
そ
の
前
哨
戦
も
含
め
て
正
統
殉
難）

2
（

と
も
呼
ば
れ
る
が
、
犠
牲
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者
の
規
模
に
つ
い
て
、
明
代
の
史
籍
に
は
、「
我
が
軍
遂
に
大
潰
す
」・「
官
軍
人
等
死
傷
せ
る
者
数
十
万
）
3
（

」
と
あ
り
、
ま
た
「
我
が
師
、

死
傷
せ
る
者
半
ば
を
過
ぐ
）
4
（

」、「
千
官
、
枕
藉
し
て
溝
壑
に
塡
ま
る
）
5
（

」
と
あ
り
、
土
木
の
変
が
起
き
た
土
木
堡
は
、
親
征
軍
壊
滅
と
い
う

表
現
が
似
つ
か
わ
し
い
ほ
ど
の
壮
絶
苛
烈
な
戦
場
と
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
壮
絶
な
戦
場
か
ら
、
満
身
創
痍
で
血
塗
ら
れ
て
、
足

を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
と
も
か
く
生
き
て
京
師
に
戻
り
得
た
軍
官
・
軍
士
も
い
た
こ
と
は
い
た
が
、
戦
没
し
て
生
還
で
き
な
い
者
が
大

半
を
占
め
た
。

　

戦
没
者
・
生
還
者
そ
の
双
方
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
軍
官
・
軍
士
も
多
く
い
た
。
そ
れ
は
無
論
明
の
親
征
軍
を
撃
破
し
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
の

関
係
者
で
は
な
く
、
英
宗
の
親
征
軍
に
従
行
し
た
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
の
軍
官
・
軍
士
で
あ
る
。
土
木
の
変
が
起
き
る
二
日
前
、
そ
の
前

哨
戦
と
も
い
う
べ
き
鶏
兒
嶺
の
戦
い
が
起
き
た
。
親
征
軍
が
そ
の
一
部
を
割
い
た
派
遣
部
隊
は
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
伏
兵
に
遭
遇
し
て
壊

滅
し
た
。
こ
の
と
き
出
陣
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
永
順
伯
薛
綬
は
、
自
分
の
弓
の
弦
が
絶
た
れ
矢
が
尽
き
て
も
、
空
弓
を
振
り
回
し
て
モ

ン
ゴ
ル
軍
に
立
ち
向
か
っ
て
攻
撃
し
た
。
怒
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
捕
虜
に
し
て
四
肢
を
八
つ
裂
き
に
し
て
殺
し
た
が
、
の
ち
に
勇
猛
果

敢
に
立
ち
向
か
っ
た
薛
綬
が
実
は
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
渡
る
と
「
此
れ
吾
と
同
類
な
り
。
故
に
勇
な
る
こ
と
か
く
の
ご
と

き
な
る
か
」
と
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
中
が
慟
哭
し
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
『
英
宗
実
録
』
正
統
十
四
年
八
月
庚
申
の
条
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

が
、
薛
綬
が
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
渡
る
と
い
う
部
分
は
、「
而
し
て
綬
の
本
と
山
後
人
な
る
を
知
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
清
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
明
史
』
の
薛
綬
伝
（
巻
一
五
六
）
に
は
、『
英
宗
実
録
』
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、「
既
に
し
て
其

の
本
と
蒙
古
人
な
る
を
知
る
や
、
曰
く
此
れ
吾
の
同
類
な
り
。
宜
べ
る
か
な
、
勇
健
な
る
こ
と
か
く
の
ご
く
し
」
と
あ
り
、
蒙
古
人
と
表

記
し
て
い
る
が
、
明
代
で
は
清
代
に
お
け
る
の
と
は
異
な
り
、
薛
綬
の
事
例
の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
人
を
山
後
人
と
表
記
し
た
の
で
あ
る）

6
（

。

　

親
征
軍
に
は
、
永
順
伯
薛
綬
の
よ
う
な
高
官
の
武
官
も
扈
従
し
た
が
、
編
制
上
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
親
征
軍
の
中
核
を
な
し
た
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の
は
、
親
軍
衛
・
京
衛
・
在
外
衛
の
衛
所
官
軍
で
あ
っ
た
。
子
細
に
史
料
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
中
に
は
出
身
地
を
山
後
人
と
し
て
い

る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
か
れ
ら
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
の
衛
所
官
軍
に
と
っ
て
も
土
木
の
変
は
無
縁
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
自
分
の
出

自
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
勢
と
、
薛
綬
の
よ
う
に
、
激
烈
な
戦
い
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
研
究
対
象
と
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
、
土
木
の
変
と
親
征
軍
中
の
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
新
出
史
料
か
ら
事
例
を
探
り
出
す

こ
と
を
通
し
て
、
土
木
の
変
に
お
け
る
親
征
軍
中
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
の
実
相
を
検
討
し
、
親
征
軍
の
性
格
の
一
斑
を
窺
管
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
結
果
報
告
で
あ
る
。

一　

モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
の
検
出
と
そ
の
基
準

　

衛
所
中
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
明
代
の
政
治
・
軍
事
史
に
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
未
曾
有
の
事
件
で
あ
っ
た
土
木
の
変
に
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
を
考
究
す
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
個
々
の
事
例
を
検
出
し
、
そ
れ
ら
を
総

合
し
て
、
諸
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
と
い
う
手
続
き
を
踏
む
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
時
期
の
最
も
基
本
的
史
料
で
あ

る
『
英
宗
実
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
史
料
か
ら
、
そ
の
具
体
例
を
検
出
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
な
る
ほ
ど
、『
英
宗
実
録
』
に
は
、
薛

綬
の
記
述
以
外
に
も
山
後
人
で
あ
る
人
物
の
記
述
は
絶
無
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
、

○ 

景
泰
四
年
冬
十
月
丙
戌
の
条
、「
左
軍
都
督
同
知
劉
得
新
卒
す
。
得
新
は
山
後
人
。」。

○ 

天
順
四
年
秋
七
月
甲
申
の
条
、「
後
軍
都
督
同
知
王
斌
に
命
じ
て
致
仕
せ
し
む
。
斌
は
山
後
人
。」。



土木の変における在華モンゴル人の衛所官軍について

― 171 ―

○ 

天
順
六
年
九
月
丙
午
の
条
、「
懐
柔
伯
施
聚
卒
す
。
聚
は
本
と
山
後
人
、
後
に
順
天
府
通
州
に
居
す
。」。

と
、
わ
ず
か
に
三
事
例
を
検
出
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、『
英
宗
実
録
』
に
収
載
さ
れ
た
卒
伝
に
類
す
る
記
事
の
一
部
で

あ
り
、
か
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
左
軍
都
督
同
知
、
後
軍
都
督
同
知
、
懐
柔
伯
と
高
官
の
武
臣
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
英
宗
実
録
』

等
既
存
の
史
料
か
ら
は
、
土
木
の
変
に
殉
難
し
た
親
征
軍
中
の
圧
倒
的
多
数
の
衛
所
官
軍
中
に
含
ま
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
を
検

出
す
る
こ
と
は
殆
ど
困
難
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
一
年
に
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
・
遼
寧
省
档
案
館
編
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
出
版
と
し
て
印
行
さ
れ
た
『
中

国
明
朝
档
案
総
匯
』
は
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
明
朝
档
案
を
は
じ
め
、
大
陸
に
現
存
す
る
明
朝
档
案
を
大
量
に

影
印
し
た
も
の
で
、
当
該
問
題
を
検
討
す
る
上
で
き
わ
め
て
有
用
で
あ
る
の
が
、
本
史
料
集
に
所
収
さ
れ
て
い
る
一
〇
二
種
に
お
よ
ぶ

衛
選
簿
で
あ
る
。
衛
選
簿
と
は
、
衛
所
官
の
本
貫
・
軍
に
就
い
た
経
緯
・
来
衛
経
路
・
襲
職
時
期
・
年
齢
・
続
柄
・
職
の
昇
降
等
の
デ

ー
タ
を
記
載
し
た
登
記
簿
で
あ
る
。
衛
選
簿
に
軍
功
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
陞
進
等
に
関
連
し
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
陞
進
過
程
に
お

い
て
い
か
な
る
軍
事
活
動
・
戦
役
に
か
か
わ
っ
て
陞
進
し
た
の
か
を
示
す
記
述
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
戦
役
等
に
お
い
て
の

陣
亡
記
事
も
多
々
あ
り
、
そ
の
戦
役
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
記
事
を
検
討
す
る
こ
と
は
親
征
軍
の
組
成
の
有
り

様
を
探
る
上
で
甚
だ
有
用
な
こ
と
と
い
え
る
。

　

か
か
る
衛
選
簿
に
み
え
る
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
の
事
例
を
検
出
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
で
あ
る
こ
と
、
つ

い
で
そ
の
衛
所
官
軍
が
英
宗
の
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
て
土
木
の
変
に
際
会
し
た
こ
と
を
史
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
そ
の
前
提
要
件

と
な
る
。
そ
こ
で
、
果
た
し
て
衛
選
簿
が
こ
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
な
記
述
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
実
際
に
衛
選
簿
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の
記
述
を
示
し
て
、
そ
れ
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。
そ
の
一
事
例
を
示
す
と
、『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
第
四
九
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る

『
府
軍
前
衛
選
簿
』
に
よ
る
と
、
そ
の
三
〇
頁
、
張
清
の
条
に
、

Ａ
張
誠
、
山
後
人
、
父
に
張
友
有
り
、
洪
武
五
年
、
軍
に
充
て
ら
る
。
三
十
二
年
、
真
定
に
て
小
旗
に
陞
せ
ら
る
。
鄭
村

に
て

勇
士
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
三
十
三
年
、
済
南
に
て
副
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
三
十
四
年
、
小
河
に
て
失
陥
す
。
誠
、
嫡
長
男
に
係
る
。

永
楽
元
年
、
金
吾
左
衛
前
所
副
千
戸
を
襲つ

ぐ
。
張
旺
、
嫡
長
男
に
係
る
。
父
疾
す
。
府
軍
前
衛
前
所
副
千
戸
を
替
る
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
四
輩
張
英
の
項
に
は
、

Ｂ
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
十
月
、
張
英
、
府
軍
前
衛
左
所
征
進
未
回

0

0

0

0

副
千
戸
張
旺

0

0

の
嫡
長
男
に
係
る
。

と
あ
る
。
こ
の
Ａ
Ｂ
双
方
の
記
述
か
ら
、
張
家
の
土
木
の
変
と
の
関
わ
り
を
い
ろ
い
ろ
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
Ｂ
か
ら
は
、

①
張
旺
は
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
の
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
て
出
征
し
た
も
の
の
、
生
き
て
土
木
堡
か
ら
帰
還
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
②
そ
の
副
千
戸
の
衛
所
官
職
は
嫡
長
男
の
張
英
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
い
で
、
Ａ
か
ら
、
③
親
征
軍
に
従

行
し
た
張
旺
は
、
山
後
人
で
あ
り
、
④
そ
の
先
祖
張
友
が
衛
所
軍
に
収
籍
さ
れ
た
の
は
洪
武
五
年
（
一
三
七
二
）、
そ
の
後
、
靖
難
の
役

に
際
会
す
る
と
、
燕
王
軍
の
一
員
と
し
て
そ
の
戦
役
に
加
わ
り
、
真
定
、
鄭
村

、
済
南
、
小
河
の
各
会
戦
に
関
わ
り
、
そ
の
間
に
衛

所
の
中
で
最
下
級
の
軍
士
か
ら
官
品
を
有
す
る
副
千
戸
ま
で
累
陞
し
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
張
友
が
靖
難
の
役
に
勝
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利
し
て
新
政
権
を
樹
立
し
た
燕
王
（
即
位
し
て
永
楽
帝
）
の
軍
に
所
属
し
て
い
た
何
よ
り
の
証
で
あ
る
。
燕
王
に
従
っ
て
靖
難
の
役
を
戦

っ
た
衛
所
官
を
新
官
と
い
う
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
で
衛
所
官
に
な
っ
た
張
友
と
そ
の
子
孫
は
新
官
と
し
て
そ
の
後
優
遇
を
う
け
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

上
記
Ａ
Ｂ
の
記
述
を
併
せ
る
と
、
英
宗
の
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
土
木
の
変
に
際
会
し
た
人
の
名
前
、
そ
の
出
身
、
変
時
の
所
属
衛

所
と
職
官
、
陣
亡
し
た
か
回
還
し
た
か
、
そ
の
人
の
後
継
者
の
名
前
、
続
柄
、
そ
の
襲
替
時
期
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
人
の
先
祖
は

靖
難
の
役
に
燕
王
側
に
加
わ
っ
て
永
楽
政
権
の
成
立
後
新
官
と
し
て
処
遇
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
れ
と
も
建
文
軍
に
付
し
て
、
あ
る
い
は

そ
の
双
方
に
無
関
係
で
旧
官
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
か）

7
（

、
等
々
の
事
項
が
判
明
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
網
羅
的
に
集
積

し
、
土
木
の
変
に
お
け
る
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
の
実
態
を
探
り
出
す
べ
く
作
成
し
た
の
が
、
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ

ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
で
あ
る
。

二　

モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
の
土
木
の
変

Ⅰ　

出
身
地
と
変
事
の
所
属
衛
所
・
職
官

　

付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
に
掲
出
し
た
事
例
の
総
計
は
、
九
六
事
例
、
こ
れ
ら
は
『
中
国
明
朝

档
案
総
匯
』
に
収
録
さ
れ
た
現
存
の
衛
選
簿
か
ら
検
出
し
た
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
の
中
で
、
親
征
軍
の
一
員
と
し
て
土
木
の
変

に
遭
遇
し
た
人
々
の
記
録
で
あ
る
。『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
に
は
一
〇
二
種
の
衛
選
簿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
親
征
軍
を
編

制
す
る
に
あ
た
っ
て
調
撥
さ
れ
て
京
師
に
赴
き
、
出
陣
し
、
土
木
堡
で
殉
難
し
た
在
外
衛
所
と
そ
の
衛
所
官
軍
に
限
定
し
て
い
え
ば
、
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付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」

№

氏
名

出
身

変
時
の
衛
名
・
職
名

変
事
の
状
況

後
継

続
柄

襲
替
時
期

職
名

新
官
の
有
無

典
拠

1

張
旺

山
後
人

府
軍
前
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

張
英

嫡
長
男

正
統
十
四
年
十
月

副
千
戸

新
官

四
九
―
三
〇

2

劉
貴

　

〃

　
　

〃　
　

百
戸

正
統
十
四
年
迤
北
征
進
未
回

劉
旺

堂
姪

天
順
三
年
二
月

百
戸

 

〃

六
四

3

劉
楫

　

〃

　
　

〃

正
統
十
四
年
征
進
未
回

劉
昇

親
弟

正
統
十
四
年
九
月

〃

 

〃

一
五
九

4

伯
原

迤
北
人

錦
衣
衛
鎮
撫
司
副
千
戸
　
　
　
　

〃

伯
瀅

　

〃

正
統
十
四
年
十
月

副
千
戸

 

？

三
七
七

5

安
忙
可

　

〃

　
　

 

〃　
　

 

指
揮
使

正
統
十
四
年
迤
北
失
陥

安
孛
羅

嫡
長
男

景
泰
三
年
四
月

指
揮
使

旧
官

四
四
六

6

馬
兒

山
後
人

済
州
衛
指
揮
使

正
統
十
四
年
征
進
未
回

福
得

　

〃

正
統
十
四
年
九
月

〃

新
官

五
〇
―
一
四

7

広
金

　

〃

永
清
左
衛
指
揮
同
知

　
　
　
　

〃

黒
兒

親
弟

正
統
十
四
年
十
月

指
揮
同
知

 

〃

一
六

8

馬
昇

　

〃

金
吾
右
衛
指
揮
僉
事

　
　
　
　

〃

馬
雲

嫡
長
男

正
統
十
四
年
九
月

指
揮
僉
事

 

〃

二
九

9

呂
十
顔
帖
木
兒　

〃

　
　
　

 

〃

　
　
　
　

〃

呂
銘

　

〃

正
統
十
四
年

〃

 

〃

四
一

10

謝
英

金
山
人

徳
州
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
迤
北
未
回

謝
福

親
堂
弟
　
　

〃

正
千
戸

 

〃

四
七

11

劉
通

山
後
人

金
吾
右
衛
指
揮
僉
事

正
統
北
征
未
回

劉
瑄

嫡
次
男

天
順
八
年

指
揮
僉
事

 

〃

四
八

12

郭
狗
兒

　

〃

薊
州
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

郭
金

嫡
長
男

正
統
十
四
年
十
月

正
千
戸

 

〃

六
七

13

黄
毛

　

〃

燕
山
前
衛
正
千
戸

　
　
　
　

〃

余
斌

親
弟

　
　

〃

〃

 

〃

七
四

14

楽
貴

　

〃

　

 

？ 　

正
千
戸

正
統
十
四
年
北
征
未
回

楽
興

嫡
長
男

正
統
十
年

〃

 

〃

八
七

15

劉
清

　

〃

興
武
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
傷
故

劉
雄

庶
長
兄

正
統
十
四
年
九
月

副
千
戸

 

？

一
一
九

16

王
定
住

　

〃

金
吾
右
衛
副
千
戸

征
傷

王
勝

嫡
長
男

景
泰
元
年
四
月

〃

 

？

一
二
一

17

王
喜

　

〃

　
 

〃 　

指
揮
使

正
統
十
四
年
迤
北
陣
亡

王
輔

長
男

天
順
八
年

指
揮
使

新
官

一
六
一

18

懐
斌

　

〃

　

 
〃 　

指
揮
僉
事

正
統
十
四
年
征
進
未
回

懐
仁

嫡
長
男

正
統
十
四
年
十
月

指
揮
僉
事

 

〃

一
六
六

19

普
賢
保

　

〃

永
清
左
衛
指
揮
僉
事

　
　
　
　

〃

福
玉

親
弟

　
　

〃

〃

 

〃

一
八
五

20

蔡
勝

　

〃

金
吾
右
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
回
還
老
疾

蔡
清

嫡
長
男
　
　

〃

正
千
戸

 

〃

二
〇
六

21

楊
哈
哈
孫

　

〃

開
平
中
屯
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

楊
昇

親
弟

　
　

〃

〃

 

？

二
二
五

22

李
興

　

〃

鰲
山
衛
指
揮
僉
事

　
　
　
　

〃

李
通

嫡
長
男

景
泰
三
年
四
月

指
揮
僉
事

新
官

二
九
二

23

咬
住

　

〃

金
吾
右
衛
指
揮
使

正
統
十
四
年
迤
北
征
進
故
絶

古
南
台

親
弟

　
　

？

？

 

〃

三
〇
一

24

魏
興

　

〃

　
　

〃　
　

副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

魏
忠

嫡
長
男

正
統
十
四
年
十
月

副
千
戸

 

〃

三
一
七

25

狗
子

　

〃

諸
城
守
禦
所
副
千
戸

　
　
　
　

〃

孫
兒

親
叔

正
統
十
四
年

　

〃

 

？

三
三
九

26

李
斌

　

〃

金
吾
右
衛
百
戸

正
統
十
四
年
迤
北
未
回

李
爛

親
弟

正
統
十
四
年
九
月

百
戸

新
官

三
四
五

27

完
者
禿

　

〃

　
　

〃

正
統
十
四
年
征
進
回
還

亦
馬
赤

嫡
長
男

正
統
十
四
年
十
月

　

〃

 

〃

三
五
三

28

常
友

　

〃

徳
州
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
迤
北
征
進
未
回

常
剛

親
弟

正
統
十
四
年

正
千
戸

 

〃

三
六
〇

29

奴
才

　

〃

金
吾
右
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
迤
北
失
陥

定
兒

嫡
長
男

天
順
八
年
三
月

　

〃

 

〃

三
六
二

30

師
勝

　

〃

　

 

〃 　

都
指
揮
僉
事

正
統
十
四
年
征
進
未
回

師
栄

親
弟

正
統
十
四
年
十
月

指
揮
使

 

〃

四
一
八

31

張
斌

　

〃

登
州
衛
正
千
戸

　
　
　
　

〃

張
欽

嫡
長
男
　
　

〃

　

？

 

？

四
二
〇

32

蘭
古
納
台

　

〃

常
山
左
護
衛
指
揮
同
知
　
　
　
　

〃

蘭
五
十
八
　

？

　
　

〃

　

？

 

？

五
六
二

33

高
良

　

〃

金
吾
右
衛
指
揮
僉
事

　
　
　
　

〃

高
玉

嫡
長
男
　
　

〃

指
揮
僉
事

 

？

五
六
五

34

李
貴

　

〃

泗
州
衛
指
揮
僉
事

迤
北
征
進
未
回

李
瓉

　

？

　
　

？

　

〃

新
官

五
八
八

35

千
家
奴

　

〃

興
州
左
屯
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
回
還
老
疾

尹
能

嫡
長
男

正
統
十
四
年
十
月

正
千
戸

 

〃

五
一
―
一
八

36

張
瑛

　

〃

羽
林
前
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

張
林

親
叔

正
統
十
四
年

　

〃

 

〃

一
九

37

銷
海

山
後
人
、
哈
剌
哈
人
　
　

〃

正
統
十
四
年
迤
北
征
進
未
回

姚
受

親
姪

正
統
十
四
年
九
月

　

〃

 

〃

二
三

38

嗟
住
兒

山
後
人

燕
山
左
衛
百
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

咬
住
兒

庶
弟

正
統
十
四
年
十
月

百
戸

 

〃

六
三

39

陳
貴

　

〃

　

〃　

正
千
戸

征
傷

陳
玉

嫡
長
男

景
泰
元
年
閏
正
月

正
千
戸

 

〃

二
〇
八

40

山
名

　

〃

大
同
前
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

山
祥

堂
弟

正
統
十
四
年
十
二
月

副
千
戸

 

〃

二
三
九

41

寧
興

　

〃

雲
川
衛
百
戸

　
　
　
　

〃

寧
貴

嫡
長
男

正
統
十
四
年

百
戸

 

〃

二
六
九

42

王
真

　

〃

燕
山
左
衛
百
戸

征
傷

王
貴

庶
長
男

景
泰
元
年
六
月

　

〃

 

〃

二
七
六

43

王
通

　

〃

　
　

〃

正
統
十
四
年
征
進
未
回

王
友

親
弟

正
統
十
四
年
十
月

　

〃

 

？

二
八
一

44

痩
厮

　

〃

燕
山
前
衛
正
千
戸

　
　
　
　

〃

福
友

堂
兄

　
　

〃

　

？

新
官

五
二
―
一
六

45

強
朶
羅

　

〃

　

 

〃 　

指
揮
使

　
　
　
　

〃

強
順

親
弟

　
　

〃

指
揮
使

 

〃

四
九

46

劉
興

　

〃

　

 

〃　

 

百
戸

　
　
　
　

〃

劉
剛

　

〃

　
　

〃

百
戸

 

〃

二
一
四

47

李
能

　

〃

登
州
衛
副
千
戸

　
　
　
　

〃

李
聡

　

〃

　
　

〃

副
千
戸

 

〃

三
五
二
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48

李
剛

　

〃

青
州
左
衛
副
千
戸

　
　
　
　

〃

李
紀

　

〃

正
統
十
四
年
九
月

　

〃

旧
官

三
五
四

49

黄
興

　

〃

登
州
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
北
未
回

黄
旺

弟

正
統
十
四
年
十
一
月
　

〃

新
官

三
六
九

50

傅
貴

　

〃

威
海
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

傅
全

庶
兄

正
統
十
四
年
九
月

　

〃

 

？

三
八
八

51

李
勝

　

〃

通
州
衛
百
戸

正
統
十
四
年
征
進
失
陥

李
真

堂
弟

　
　

〃

百
戸

新
官

三
九
九

52

梁
成

　

〃

　

〃

征
進
未
回

梁
福

嫡
長
男

景
泰
元
年
正
月

　

〃

旧
官

四
二
五

53

董
聚

　

〃

　

〃　

正
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

董
清

親
弟

正
統
十
四
年
十
月

正
千
戸

新
官

四
四
一

54

薛
勝

　

〃

霊
山
衛
正
千
戸

　
　
　
　

〃

薛
英

堂
叔

正
統
十
四
年
九
月

　

〃

 

〃

　

〃

55

王
栄

　

〃

膠
州
守
禦
所
正
千
戸

征
進
未
回

王
俊

親
弟

景
泰
元
年
正
月

　

〃

 

？

四
五
二

56

馬
得

　

〃

徳
州
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
土
木
失
陥

馬
林

庶
兄

正
統
十
四
年
十
月

副
千
戸

新
官

四
八
一

57

潘
能

　

〃　

平
山
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進

潘
信

嫡
長
男

正
統
十
四
年
十
二
月
　

〃

 

？

五
〇
三

58

田
聚

通
州
人
、
山
後
人

済
南
衛
百
戸

正
統
十
四
年
進
未
回

田
勝

　

〃

正
統
十
四
年
九
月

百
戸

新
官

五
〇
八

59

梁
広

瑞
州
人
、
山
後
人

復
州
衛
指
揮
僉
事

　
　
　
　

〃

梁
端

　

〃

　
　

〃

指
揮
僉
事

 

〃

五
四
―
一
八

60

韓
七
十

山
後
人

武
成
後
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
傷
故

韓
貴

　

〃

正
統
十
四
年
十
月

正
千
戸

 

？

六
三

61

余
真

保
安
州
、
山
後
人

留
守
左
衛
百
戸

正
統
十
四
年
征
傷

余
敏

　

〃

　
　

〃

百
戸

 

？

一
四
三

62

劉
福

山
後
人

瀋
陽
左
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

劉
海

堂
弟

　
　

〃

副
千
戸

 

〃

二
二
五

63

田
広

　

〃

義
勇
後
衛
百
戸

正
統
十
四
年
迤
北
未
回

田
勝

弟

　
　

？

百
戸

新
官

三
〇
一

64

白
雲

大
寧
人
、
山
後
人

燕
山
左
衛
指
揮
使

正
統
十
四
年
征
進
未
回

白
受

嫡
長
男
　
　

〃

指
揮
使

 

〃

三
一
八

65

顔
撫
州
奴

山
後
人

薊
州
衛
指
揮
同
知

　
　
　
　

〃

保
住

　

〃

　
　

〃

指
揮
同
知

 

〃

五
八
―
八

66

宋
文

　

〃

金
山
衛
副
千
戸

　
　
　
　

〃

宋
端

　

〃

正
統
十
四
年
九
月

副
千
戸

 

？

六
一
―
一
九
四

67

韓
通

　

〃

高
郵
衛
百
戸

　
　
　
　

〃

韓
順

親
弟

正
統
十
四
年
十
月

百
戸

新
官

三
七
〇

68

白
玉

　

〃

海
寧
衛
指
揮
使

正
統
十
四
年
鶏
兒
嶺
陣
亡

白
玘

　

〃

正
統
十
四
年
七
月（
？
）
指
揮
使

 

〃

四
四
三

69

張
英

　

〃

泗
州
衛
指
揮
同
知

正
統
十
四
年
征
進
未
回

張
福

嫡
長
男

正
統
十
四
年
五
月（
？
）
指
揮
同
知

 

〃

六
四
―
四
五
〇

70

狗
兒

山
後
人
、
金
山
人

武
成
後
衛
副
千
戸

征
進
失
陥

福
春

　

〃

景
泰
元
年
閏
正
月

副
千
戸

 

〃

六
五
―
一
一
八

71

楊
亮

山
後
人

大
寧
中
衛
指
揮
僉
事

正
統
十
四
年
征
進
未
回

楊
春

親
弟

正
統
十
四
年
十
月

指
揮
僉
事

 

？

二
九
三

72

劉
順

　

〃

　
　

〃　
　

正
千
戸

　
　
　
　

〃

劉
広

　

〃

　
　

〃

正
千
戸

 

〃

三
一
五

73

郝
驢
驢

　

〃

　
　

〃

正
統
十
四
年
迤
北
陣
亡

郝
旺

嫡
長
男
　
　

〃

　

〃

新
官

三
九
六

74

柒
保
奴

　

〃

　
　

〃

正
統
十
四
年
征
進
未
回

信

　

〃

　
　

〃

　

〃

 

〃

四
四
四

75

楽
太
平

　

〃

　
　

〃　
　

副
千
戸

正
統
十
四
年
征
傷

楽
北
平

　

〃

　
　

〃

副
千
戸

 

？

四
七
〇

76

住
兒

　

〃

富
峪
衛
指
揮
使

正
統
十
四
年
征
進
陣
亡

王
原

親
弟

　
　

〃

指
揮
使

新
官

六
六
―
一
三

77

張
貴

　

〃

忠
義
前
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

張
勇

嫡
長
男
　
　

〃

正
千
戸

 

〃

二
六
九

78

王
聚

山
後
、
撫
寧
人

広
寧
左
屯
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
土
木
陣
亡

王
敬

　

〃

正
統
十
四
年

副
千
戸

 

〃

三
五
七

79

王
福

山
後
人

東
勝
左
衛
副
千
戸

征
傷

王
璟

　

〃

景
泰
元
年
四
月

　

〃

 

〃

三
九
四

80

単
興

　

〃

　
　

〃　
　

百
戸

正
統
十
四
年
征
傷
故

単
清

　

〃

正
統
十
四
年
十
月

百
戸

 

〃

三
九
七

81

梁
玉

　

〃

玉
林
衛
百
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

梁
鐸

　

〃

　
　

〃

　

〃

 

〃

四
一
九

82

田
広

　

〃

東
勝
左
衛
百
戸

　
　
　
　

〃

田
勝

親
弟

　
　

〃

　

〃

 

〃

四
二
七

83

王
剛

　

〃

義
勇
後
衛
総
旗

正
統
十
四
年
迤
北
征
進
未
回

王
興

　

？

　
　

？

総
旗

 

〃

四
三
七

84

王
信

　

〃

蓋
州
衛
指
揮
僉
事

正
統
十
四
年
北
征
未
回

王
敬

嫡
長
男

正
統
十
四
年
十
月

指
揮
僉
事

 

〃

六
七
―
一
三

85

咬
住

　

〃

興
州
左
屯
衛
指
揮
同
知

正
統
十
四
年
征
進
被
虜
、

景
泰
元
年
虜
中
走
回

楊
通

嫡
長
孫

弘
治
八
年

指
揮
同
知

 

〃

一
一
三

86

李
忠

　

〃

通
州
衛
正
千
戸

征
傷

李
斌

親
弟

景
泰
元
年
閏
正
月

正
千
戸

旧
官

一
三
九

87

徐
文

　

〃

永
平
衛
百
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

徐
斌

　

〃

正
統
十
四
年
十
月

百
戸

 

？

二
九
六

88

王
官
保

　

〃

　

〃　

副
千
戸

　
　
　
　

〃

王
忠

嫡
長
男
　
　

〃

副
千
戸

 

〃

三
〇
九

89

西
友

　

〃

徳
州
衛
正
千
戸

正
統
十
四
年
征
傷

西
泰

　

〃

　
　

〃

正
千
戸

 

〃

六
八
―
二
一
五

90

姚
全

　

〃

　

〃　

副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

姚
善

親
弟

　
　

〃

副
千
戸

 

〃

二
四
〇

91

何
広

　

〃

燕
山
前
衛
指
揮
同
知

　
　
　
　

〃

何
祥

嫡
長
男
　
　

〃

指
揮
同
知

新
官

三
五
一

92

宝
聚

　

〃

営
州
中
屯
衛
副
千
戸

　
　
　
　

〃

宝
貴

親
弟

正
統
十
四
年
十
二
月

副
千
戸

 

？

六
九
―
一
四
九

93

袁
福

　

〃

鎮
西
衛
副
千
戸

　
　
　
　

〃

袁
友

　

〃

正
統
十
四
年
十
月

　

〃

 

〃

七
一
―
三
四
六

94

寧
興

　

〃

雲
川
衛
百
戸

　
　
　
　

〃

寧
海

嫡
長
男
　
　

〃

百
戸

新
官

七
二
―
三
三

95

即
義

　

〃

　

〃　

副
千
戸

　
　
　
　

〃

即
峪

　

〃

　
　

〃

副
千
戸

 

？

一
一
八

96

陳
亮

　

〃

通
州
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
征
進
失
回

陳
義

嫡
次
男

正
統
十
四
年
九
月

　

〃

 

〃

五
二
―
四
八
一
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そ
の
多
く
が
北
直
隷
・
山
西
・
南
直
隷
・
山
東
・
浙
江
・
遼
東
所
在
の
者
で
あ
っ
た
。
逆
に
陝
西
都
司
・
陝
西
行
都
司
・
湖
広
都
司
・

福
建
都
司
所
在
の
衛
所
・
衛
所
官
軍
の
事
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る）

8
（

。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
第
四
九
冊
か
ら
第
七
四

冊
に
収
録
さ
れ
た
衛
選
簿
二
六
冊
の
中
で
、
土
木
の
変
に
お
け
る
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
の
は
、
四
九
・

五
〇
・
五
一
・
五
二
・
五
四
・
五
八
・
六
一
・
六
四
・
六
五
・
六
六
・
六
七
・
六
八
・
六
九
・
七
一
・
七
二
の
一
五
冊
、
ほ
ぼ
三
割
に

過
ぎ
な
い
。『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
に
残
存
す
る
一
〇
二
種
の
衛
選
簿
が
英
宗
の
親
征
軍
に
編
制
さ
れ
た
衛
所
と
そ
の
官
軍
を
す
べ
て

掩
蓋
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
贅
語
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所

官
軍
関
係
表
」
を
通
観
す
る
と
、
そ
こ
に
は
そ
の
様
態
に
関
し
て
一
定
程
度
の
傾
向
は
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
出
身
地　

衛
選
簿
に
お
け
る
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
の
出
身
地
の
表
し
方
は
、
そ
の
多
く
は
「
山
後
人
」
で
あ
る
。
そ
の
他
、
山
後
人

と
と
も
に
金
山
人
、
哈
剌
哈
人
、
通
州
人
、
瑞
州
人
、
保
安
州
人
、
大
寧
人
、
憮
寧
人
、
迤
北
人
等
の
地
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
瑞
州
、
保
安
州
、
大
寧
、
憮
寧
は
中
国
の
地
名
で
あ
る
の
で
、
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
明
朝
に
服
す
る
よ
う
に
な
っ
て
名
乗

っ
た
出
身
地
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
金
山
人
の
金
山
と
は
ア
ル
タ
イ
山
が
す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る
。
そ
の
ゆ
え
、
山
後
人
の
山
後
と

は
ア
ル
タ
イ
山
の
後
背
を
指
称
す
る
と
思
い
が
ち
に
な
る
が
、
明
代
に
お
け
る
山
後
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
多
義
で
必
ず
し
も
ア
ル
タ

イ
山
に
限
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る）

9
（

。
山
後
人
と
抱
き
合
わ
せ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
哈
剌
哈
人
の
哈
剌
哈
と
は
、
ハ
ル
ハ
河
に
由
来
す

る
地
名
で
あ
り
、
明
代
以
後
に
現
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
部
の
名
称
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）
10
（

。
迤
北
は
特
定
の
地
名
で
は
な
く
、

北
方
全
体
を
指
す
用
語
で
あ
り
、
以
上
の
山
後
人
、
金
山
人
、
迤
北
人
等
の
用
語
を
目
安
と
し
て
、
衛
所
官
軍
で
親
征
軍
に
従
行
し
土

木
の
変
に
際
会
し
た
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
を
検
出
し
た
。

　
②
変
時
の
所
属
衛
所　

こ
う
し
て
検
出
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
が
所
属
し
た
の
は
、
明
朝
軍
事
体
制
の
骨
幹
を
な
す
衛
所
で
あ
る
。
明
朝
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の
開
祖
洪
武
帝
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
、
国
軍
の
中
核
を
な
す
衛
所
制
度
の
も
と
で
、
親
軍
衛
・
京
衛
・
在
外
衛
の
三
種
類
の
衛
所
が

全
国
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
親
軍
衛
と
京
衛
は
京
師
に
置
か
れ
、
地
方
に
は
在
外
衛
が
置
か
れ
た
。
親
軍
衛
は
、
皇
帝
に
侍
衛

す
る
の
で
、
侍
衛
上
直
軍
と
も
い
う
が
、
専
ら
侍
衛
・
宮
城
守
衛
・
皇
陵
護
衛
・
皇
城
巡
察
の
任
に
当
た
っ
た
。
京
衛
は
、
五
軍
都
督

府
（
五
府
）
に
隷
属
し
、
永
楽
朝
以
後
は
班
軍
番
上
す
る
外
衛
と
と
も
に
常
設
的
営
、
す
な
わ
ち
京
営
を
組
織
す
る
に
い
た
っ
た
。
在

外
衛
は
、
軍
事
を
掌
る
機
関
と
し
て
地
方
に
置
か
れ
た
都
指
揮
使
司
（
都
司
）
に
統
べ
ら
れ
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
が
土
木
の
変
に
際
会
し
た
の
は
、
無
論
こ
う
し
た
親
軍
衛
・
京
衛
・
在
外
衛
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
て

の
親
征
軍
へ
の
組
成
の
結
果
で
あ
っ
た
。
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
に
み
え
る
各
人
の
所
属
衛
所

を
上
記
の
親
軍
衛
・
京
衛
・
在
外
衛
別
に
整
理
す
る
と
、
付
表
②
「
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
所
属
衛
所
表
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
親
軍
衛　

前
述
の
ご
と
く
、
皇
帝
に
侍
衛
す
る
の
で
、
侍
衛
上
直
軍
と
も
い
い
、
洪
武
・
建
文
二
朝
に
お
い
て
は
、
金
吾
前
衛
・
金

吾
後
衛
・
羽
林
左
衛
・
羽
林
右
衛
・
府
軍
衛
・
府
軍
左
衛
・
府
軍
右
衛
・
府
軍
前
衛
・
府
軍
後
衛
・
虎
賁
左
衛
・
錦
衣
衛
・
旗
手
衛
の

一
二
衛
か
ら
な
り
、「
上
二
十
二
衛
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
永
楽
政
権
が
発
足
す
る
と
、
あ
ら
た
に
「
十
衛
」
が
増
設
さ
れ

た
。
足
か
け
四
年
の
長
き
に
亘
っ
て
展
開
さ
れ
た
靖
難
の
役
に
勝
利
し
て
即
位
し
た
太
宗
永
楽
帝
は
、
燕
王
軍
の
中
核
と
な
っ
た
北
平

都
司
下
所
属
の
衛
所
を
あ
ら
か
た
親
軍
衛
や
京
衛
に
改
編
陞
格
さ
せ
、
新
皇
帝
の
軍
事
的
基
盤
を
組
成
・
強
化
し
た
。
か
く
し
て
、
永

楽
中
に
増
設
さ
れ
た
親
軍
衛
は
「
十
衛
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
衛
所
名
を
挙
げ
る
と
、
金
吾
左
衛
・
金
吾
右
衛
・
羽
林
前
衛
の
三
衛

に
、
燕
山
左
衛
・
燕
山
右
衛
・
燕
山
前
衛
・
大
興
左
衛
・
済
陽
衛
・
済
州
衛
・
通
州
衛
の
七
衛
で
あ
る
。
以
上
が
既
設
と
新
設
と
を
併

せ
て
の
「
二
十
二
衛
」
で
あ
り
、
親
軍
衛
は
「
上
二
十
二
衛
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
親
軍
衛
は
増
設
さ
れ
、

宣
徳
年
間
に
新
た
に
武
驤
左
衛
・
武
驤
右
衛
・
騰
驤
左
衛
・
騰
驤
右
衛
の
「
四
衛
」
が
加
わ
り
、「
二
十
六
衛
」
と
な
っ
た）
11
（

。
付
表
①
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親
軍
衛	

府
軍
前
衛 

01
・
02
・
03

錦
衣
衛 

04
・
05

済
州
衛 
06

金
吾
右
衛 

 
08
・
09
・
11
・
16
・
17
・
18
・
20
・
23
・
24
・

26
・
27
・
29
・
30
・
33

羽
林
前
衛 

36
・
37

燕
山
左
衛 

38
・
39
・
42
・
43
・
64

燕
山
前
衛 

13
・
44
・
45
・
46
・
91

通
州
衛 

51
・
52
・
53
・
86

京
衛 

武
成
後
衛 

60
・
70

永
清
左
衛 

07
・
19

興
武
衛 

15

留
守
左
衛 

61

瀋
陽
左
衛 

62

義
勇
後
衛 

63
・
83

大
寧
中
衛 

71
・
72
・
73
・
74
・
75

富
峪
衛 

76

忠
義
前
衛 

77

在
外
衛
所 

徳
州
衛 

10
・
28
・
56
・
89
・
90

薊
州
衛 

12
・
65

開
平
中
屯
衛 

21

鰲
山
衛 

22

付
表
②
「
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
所
属
衛
所
表
」

登
州
衛 

31
・
47
・
49

泗
州
衛 

34
・
69

興
州
左
屯
衛 

35
・
82

大
同
前
衛 

40

雲
川
衛 

41
・
94
・
95

青
州
左
衛 

48

威
海
衛 

50

霊
山
衛 

54

平
山
衛 

57

済
南
衛 

58

復
州
衛 

59

金
山
衛 

66

高
郵
衛 

67

海
寧
衛 

68

広
寧
左
屯
衛 

78

東
勝
左
衛 

79
・
80

玉
林
衛 

81

蓋
州
衛 

84

永
平
衛 

87
・
88

営
州
中
屯
衛 

92

鎮
西
衛 

93

諸
城
守
禦
所 

25

膠
州
守
禦
所 

55

王
府
護
衛 

常
山
左
護
衛 

32

所
属
不
明 

14
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「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
に
み
え
る
親
軍
衛
は
八
衛
で
、
そ
れ
は
親
軍
衛
全
体
の
三
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
親
軍
衛
に
所
属
し
た
事
例
総
数
三
六
を
通
観
す
る
と
、
永
楽
帝
が
増
設
し
た
「
十
衛
」
の
う
ち
の
、
金
吾
右
衛
・
羽
林

前
衛
・
燕
山
左
衛
・
燕
山
前
衛
・
済
州
衛
・
通
州
衛
の
六
衛
で
三
一
件
、
八
六
％
の
高
率
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
親
征
軍
を

組
成
し
た
親
軍
衛
に
は
、
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
人
が
衛
所
官
軍
と
な
っ
た
由
来
と
密

接
な
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
後
章
で
再
度
言
及
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
京
衛　

基
本
的
に
は
五
軍
都
督
府
に
隷
属
し
た
が
、
例
外
も
あ
っ
た
。
例
外
と
は
、「
親
軍
に
非
ず
し
て
、
都
督
府
に
隷
せ
ざ
る
者
」

（『
明
史
』
巻
七
六
、
職
官
志
五
）
と
さ
れ
る
京
衛
で
、
通
計
す
る
と
、
五
軍
都
督
府
に
隷
属
す
る
者
は
「
三
十
三
衛
」、
そ
の
五
軍
都
督
府

に
隷
属
し
な
い
者
が
「
十
五
衛
」、
京
衛
は
併
せ
て
「
四
十
八
衛
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
付
表
②
「
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
所
属
衛
所

表
」
に
み
え
る
京
衛
は
、
そ
の
「
四
十
八
衛
」
中
九
衛
、
わ
ず
か
一
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
無
論
、
親
軍
衛
に
比
べ
て
京
衛
の
方

は
、
そ
れ
に
倍
す
る
ほ
ど
多
い
と
い
う
分
母
の
違
い
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
勘
案
し
て
も
事
例
件
数
自
体
、
わ
ず
か
に
一
六
件
で
し
か
な

い
の
で
、
衛
数
の
多
さ
に
比
し
て
の
事
例
総
数
の
少
な
さ
は
、
親
軍
衛
と
比
べ
る
と
甚
だ
顕
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

在
外
衛
所　

左
右
中
前
後
の
五
府
と
略
称
さ
れ
る
五
軍
都
督
府
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
の
が
在
外
衛
所
で
あ
る
。
五
府
に
直
隷
す
る

衛
所
も
あ
る
が
、
圧
倒
的
多
数
の
衛
所
は
都
指
揮
使
司
（
都
司
）
に
統
轄
さ
れ
、
そ
の
都
司
は
左
右
中
前
後
の
い
ず
れ
か
の
都
督
府
に

統
轄
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
に
お
け
る
英
宗
の
親
征
軍
に
調
撥
編
入
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
が
所
属
し
た
在
外
衛

所
を
探
る
に
当
た
り
、
都
督
府
ご
と
に
み
て
い
く
。

○
左
軍
都
督
府　

左
府
に
は
直
隷
す
る
衛
所
は
な
く
、
衛
所
は
す
べ
て
都
司
に
所
属
す
る
。
左
府
の
場
合
は
、
浙
江
・
遼
東
・
山
東
の

各
都
司
で
あ
る
。
親
征
軍
に
調
撥
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
所
属
衛
所
を
各
都
司
ご
と
み
て
い
く
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
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浙
江
都
司　
　

海
寧
衞
68

遼
東
都
司　
　

蓋
州
衛
84
、
広
寧
左
屯
衛
78
、
復
州
衛
59

山
東
都
司　
　

 

威
海
衛
50
、
鰲
山
衛
22
、
青
州
左
衛
48
、
済
南
衛
58
、
登
州
衛
31
・
47
・
49
、
平
山
衛
57
、
霊
山
衛
54
、
膠
州
守

禦
所
55
、
諸
城
守
禦
所
25

○
右
軍
都
督
府　

右
府
で
は
こ
こ
に
直
隷
す
る
衛
所
は
宣
州
衛
一
衛
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
は
、
い
ず
れ
も
京
師
か
ら
遙
け
し
地
域

に
所
在
す
る
陝
西
都
司
・
陝
西
行
都
司
・
四
川
都
司
・
四
川
行
都
司
・
広
西
都
司
・
雲
南
都
司
・
貴
州
都
司
に
所
属
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
都
司
に
所
属
す
る
衛
所
は
燕
軍
中
に
は
一
例
も
み
ら
れ
な
い
。

○
中
軍
都
督
府　

中
府
所
属
の
衛
所
は
、
本
府
に
直
隷
す
る
衛
所
と
中
都
留
守
司
所
属
と
河
南
都
司
所
属
と
の
三
種
に
分
か
れ
る
。
親

征
軍
中
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
所
属
し
た
衛
所
は
、
以
下
の
よ
う
に
中
府
直
隷
の
三
衛
だ
け
で
あ
っ
た
。

中
府
直
隷　
　

金
山
衛
66
、
高
郵
衛
67
、
泗
州
衛
34
・
69

○
前
軍
都
督
府　

前
府
に
お
い
て
は
九
江
衛
一
衛
の
み
が
直
隷
し
、
ほ
か
は
す
べ
て
湖
広
都
司
・
湖
広
行
都
司
・
福
建
都
司
・
福
建
行

都
司
・
江
西
都
司
・
広
東
都
司
に
所
属
し
た
。
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
か
ら
は
土
木
の
変
当
時

モ
ン
ゴ
ル
人
が
所
属
し
た
衛
所
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
一
件
も
み
ら
れ
な
い
。

○
後
軍
都
督
府　

後
府
は
直
隷
す
る
衛
所
と
各
都
司
所
属
の
衛
所
を
統
轄
す
る
。
後
府
に
直
隷
し
た
衛
所
と
そ
れ
ら
の
各
都
司
に
所
属

し
た
衛
所
名
の
事
例
件
数
と
列
挙
す
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

後
府
直
隷　
　
　

 

永
平
衛
87
・
88
、
開
平
中
屯
衛
21
、
薊
州
衛
12
・
65
、
興
州
左
屯
衛
35
・
82
、
東
勝
左
衛
79
・
80
、
徳
州
衛
10
・

28
・
56
・
89
・
90
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大
寧
都
司　
　
　

営
州
中
屯
衛
92

山
西
都
司　
　
　

鎮
西
衛
93

山
西
行
都
司　
　

雲
川
衛
41
・
94
・
95
、
玉
林
衛
81
、
大
同
前
衛
70

　

以
上
の
五
軍
都
督
府
の
事
例
を
都
督
府
ご
と
に
整
理
す
る
と
、
左
軍
都
督
府
は
一
一
衛
、
二
所
、
事
例
一
五
件
、
右
軍
都
督
府
は
衛

所
数
・
事
例
数
と
も
に
ゼ
ロ
。
中
軍
都
督
府
は
三
衛
で
四
件
、
前
軍
都
督
府
も
右
軍
都
督
府
と
同
じ
く
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て

後
軍
都
督
府
の
事
例
が
顕
著
で
、
一
一
衛
で
二
〇
件
を
数
え
る
。
事
例
の
総
数
は
三
九
件
、
左
軍
都
督
府
の
事
例
は
三
八
％
、
中
軍
都

督
府
は
一
〇
％
、
後
軍
都
督
府
は
五
一
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
左
軍
と
後
軍
の
両
都
督
府
を
併
せ
る
と
九
〇
％
近
く
を

占
め
る
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
こ
こ
に
算
出
し
た
数
字
は
、
あ
く
ま
で
も
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」

か
ら
読
み
取
れ
る
傾
向
で
あ
っ
て
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
八
月
の
土
木
の
変
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
の
全
体
を
掩
蓋
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
一
定
の
傾
向
は
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
の
親
征
軍
に
関
わ
っ
た
在

華
モ
ン
ゴ
ル
人
は
、
そ
の
多
く
が
浙
江
・
遼
東
・
山
東
の
各
都
司
と
後
軍
都
督
府
直
隷
の
衛
所
と
大
寧
都
司
・
万
全
都
司
・
山
西
都
司
・

山
西
行
都
司
と
京
師
に
近
い
地
域
に
設
置
さ
れ
た
衛
所
に
所
属
し
て
い
た
と
。
別
稿
に
お
い
て
親
征
軍
を
編
制
す
る
に
あ
た
っ
て
調
撥

さ
れ
て
京
師
に
赴
い
て
出
陣
し
、
土
木
で
殉
難
し
た
在
外
衛
所
と
そ
の
衛
所
官
の
多
く
は
北
直
隷
・
山
西
・
南
直
隷
・
山
東
・
浙
江
・
遼

東
所
在
の
者
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た）
12
（

が
、
親
征
軍
中
の
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
の
事
例
は
、
そ
の
結
論
と
対
応
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
王
府
護
衛
　
事
例
32
の
常
山
左
護
衛
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
永
楽
帝
の
第
三
子
で
彰
徳
（
河
南
）
に
封
ぜ
ら
れ
た
趙
王
高
燧
の

王
府
護
衛
で
、
常
山
中
護
衛
・
常
山
護
衛
と
併
せ
て
三
護
衛
が
揃
っ
て
い
た
が
、
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
十
一
月
に
常
山
左
護

衛
・
右
護
衛
の
二
衛
を
返
上
し
た
た
め
、
常
山
中
護
衛
一
護
衛
の
み
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
兄
漢
王
高
煦
の
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
後
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の
宣
徳
元
年
（
一
四
二
六
）
九
月
に
、
趙
王
高
燧
も
そ
れ
に
通
同
し
て
い
る
と
い
う
告
発
が
な
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
告
発
を
打
ち
消
す
こ

と
を
意
図
し
て
護
衛
返
上
を
申
し
出
、
趙
王
府
の
軍
事
力
を
ゼ
ロ
に
し
た
の
で
あ
る
。
趙
王
府
の
常
山
三
護
衛
は
、
こ
の
よ
う
に
二
段

階
を
経
て
返
上
さ
れ
、
そ
の
衛
所
官
軍
は
、
永
平
・
山
海
・
盧
龍
・
撫
寧
等
の
衛
に
分
散
配
置
さ
れ
た）
13
（

。
し
た
が
っ
て
、
常
山
左
護
衛

の
衛
名
は
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
当
時
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
山
左
護
衛
の
事
例
が
み
え

る
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
③
変
時
の
職
官　

さ
て
、
明
代
軍
事
制
度
の
中
核
を
な
す
衛
所
は
、
通
常
、
指
揮
使
の
も
と
に
五
つ
の
千
戸
所
（
五
六
〇
〇
人
）
よ
り

成
り
立
っ
て
い
て
、
千
戸
所
は
一
〇
の
百
戸
所
（
一
一
二
〇
人
）
よ
り
成
る
が
、
こ
れ
ら
を
併
称
し
て
衛
所
と
呼
称
し
た
。
こ
れ
ら
の
衛

所
は
、
そ
の
機
能
や
設
置
地
域
と
の
関
わ
り
で
、
多
様
な
性
格
を
有
す
る
が
、
と
く
に
定
額
と
さ
れ
る
軍
額
（
五
六
〇
〇
人
）
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
よ
り
多
い
と
こ
ろ
や
少
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
多
様
な
存
在
形
態
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
衛
経
歴
等
の
事
務

系
統
を
除
く
衛
所
内
部
の
武
官
系
統
の
職
階
は
、
ど
の
種
の
衛
所
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
指
揮
使
（
正
三
品
）
以
下
、
指
揮

同
知
（
従
三
品
）

―
指
揮
僉
事
（
正
四
品
）

―
正
千
戸
（
正
五
品
）

―
副
千
戸
（
従
五
品
）

―
衛
鎮
撫
（
従
五
品
）―
百
戸
（
正
六
品
）

―
所
鎮
撫
（
従
六
品
）
等
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
衛
所
官
は
「
世
官
九
等
」
と
い
い
、
死
没
す
れ
ば
襲
職
、
年
老
や
病
気
等
に
な

れ
ば
替
職
し
た
。
衛
所
に
は
こ
の
ほ
か
旗
軍
が
い
て
、
旗
は
総
旗
と
小
旗
を
指
し
、
軍
は
軍
士
を
指
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
官
軍
と
併

称
し
た
場
合
の
官
と
は
、
上
記
の
「
世
官
九
等
」
の
衛
所
官
を
指
し
、
総
旗
や
小
旗
、
な
ら
び
に
衛
所
軍
と
呼
ば
れ
る
軍
士
と
で
は
大

い
な
る
懸
隔
が
あ
っ
た
。
衛
所
の
武
官
組
織
は
、
こ
の
よ
う
に
、
官
・
旗
・
軍
の
三
層
に
よ
る
人
的
構
成
か
ら
な
っ
て
い
た
。
付
表
①

「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
を
整
理
す
る
と
、
土
木
の
変
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
軍
の
職
官
は
、

都
指
揮
僉
事　
　

30
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指
揮
使　
　
　
　

05
・
06
・
17
・
23
・
45
・
64
・
68
・
76

指
揮
同
知　
　
　

07
・
32
・
65
・
69
・
85
・
91

指
揮
僉
事　
　
　

08
・
09
・
11
・
18
・
19
・
22
・
33
・
34
・
59
・
71
・
84

正
千
戸　
　
　
　

 

10
・
12
・
13
・
14
・
20
・
21
・
28
・
29
・
31
・
35
・
36
・
37
・
39
・
44
・
53
・
54
・
55
・
60
・
72
・
73
・
74
・

77
・
86
・
89

副
千
戸　
　
　
　

 
01
・
04
・
15
・
16
・
24
・
25
・
40
・
47
・
48
・
49
・
50
・
56
・
57
・
62
・
66
・
70
・
75
・
78
・
79
・
88
・
90
・

92
・
93
・
95
・
96

百
戸　
　
　
　
　

02
・
03
・
26
・
27
・
38
・
41
・
42
・
43
・
46
・
51
・
52
・
58
・
61
・
63
・
67
・
80
・
81
・
82
・
87
・
94

総
旗　
　
　
　
　

83

と
な
り
、
都
指
揮
僉
事
一
、
指
揮
使
八
、
指
揮
同
知
六
、
指
揮
僉
事
一
一
、
正
千
戸
二
四
、
副
千
戸
二
五
、
百
戸
二
〇
、
総
旗
一
と
な

る
。
官
で
も
軍
で
も
な
い
中
間
的
な
地
位
に
い
た
総
旗
も
み
ら
れ
る
が
、
衛
所
軍
は
現
時
点
で
は
検
出
で
き
な
い
。
そ
れ
は
か
か
る
事

例
が
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
史
料
の
残
存
性
に
起
因
す
る
も
の
と
思
量
さ
れ
る
。
都
指
揮
僉
事
や
指
揮
使
と
い
う
衛
所
内
で
は
首

脳
に
あ
た
る
職
官
の
モ
ン
ゴ
ル
人
も
い
る
が
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
の
は
、
正
千
戸
・
副
千
戸
・
百
戸
で
、
全
体
の
七
一
％
を

占
め
て
い
る
。
武
官
の
場
合
は
、
正
一
品
か
ら
従
九
品
か
ら
な
る
文
官
と
異
な
り
、
正
一
品
か
ら
従
六
品
ま
で
の
一
二
の
グ
レ
ー
ド
の

み
で
あ
っ
た
が
、
土
木
の
変
に
際
会
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
の
職
官
は
官
品
制
度
に
あ
っ
て
は
、
下
位
の
五
品
・
六
品
に
多
数
固
ま

っ
て
い
た
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
上
位
に
位
置
す
る
三
品
・
四
品
官
の
都
指
揮
僉
事
（
正
三
品
）・
都
指
揮
僉
事
・

指
揮
使
・
指
揮
同
知
・
指
揮
僉
事
の
事
例
も
二
六
あ
り
、
三
割
に
近
い
二
七
％
を
占
め
て
い
る
。
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
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ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
に
み
え
る
限
定
さ
れ
た
傾
向
と
は
い
え
、
上
記
の
数
字
は
、
元
朝
の
崩
壊
と
明
朝
の
創
業
か
ら
お
よ
そ
八
〇

年
が
閲
し
た
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
当
時
、
都
指
揮
僉
事
・
都
指
揮
僉
事
・
指
揮
使
・
指
揮
同
知
・
指
揮
僉
事
の
衛
所
首
脳
に
累
進

し
て
い
た
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
が
多
く
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

Ⅱ　

変
時
の
様
相
と
変
後
の
襲
替

　

冒
頭
に
引
用
し
た
「
我
が
軍
遂
に
大
潰
す
」、「
官
軍
人
等
死
傷
せ
る
者
数
十
万
」、「
我
が
師
、
死
傷
せ
る
者
半
ば
を
過
ぐ
」、「
千
官
、

枕
藉
し
て
溝
壑
に
塡
ま
る
」
等
、
土
木
の
変
の
と
き
の
惨
状
を
伝
え
る
明
代
史
籍
の
記
述
は
、
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル

人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
か
ら
み
て
も
、
そ
れ
ら
が
決
し
て
過
大
な
表
現
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
八
月

十
五
日
に
お
い
て
戦
場
と
な
っ
た
土
木
堡
に
お
い
て
、
エ
セ
ン
（
也
先
）
麾
下
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
包
囲
さ
れ
た
輜
重
兵
等
も
含
め
て
五

十
万
と
号
す
る
親
征
軍
各
自
に
は
、
い
か
な
る
命
運
が
待
ち
受
け
て
い
た
か
。
そ
れ
は
「
征
進
未
回
」・「
迤
北
征
進
未
回
」・「
迤
北
失

陥
」
等
、
表
現
に
微
妙
な
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
大
半
の
者
は
生
き
て
二
度
と
京
師
の
土
を
踏
む
こ
と
な
く
、
屍
を
原
野
に
、
路
傍
に

曝
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
親
征
軍
中
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
無
論
親
征
軍
は
「
大
潰
」
し
た
が
、

全
滅
し
た
訳
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
苛
烈
な
戦
場
か
ら
陣
亡
（
戦
没
）
を
免
れ
て
京
師
に
辿
り
着
き
、
原
衛
に
戻
っ
た
者
も
い
た
。

　

付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
か
ら
摘
記
す
れ
ば
、
15
劉
清
（
興
武
衛
副
千
戸
）、
16
王
定
住
（
金
吾
右

衛
副
千
戸
）、
20
蔡
勝
（
金
吾
右
衛
正
千
戸
）、
27
完
者
禿
（
金
吾
右
衛
百
戸
）、
35
千
家
奴
（
興
州
左
屯
衛
正
千
戸
）、
39
陳
貴
（
燕
山
左
衛
正
千

戸
）、
42
王
真
（
燕
山
左
衛
百
戸
）、
60
韓
七
十
（
武
成
後
衛
正
千
万
）、
61
余
真
（
留
守
左
衛
百
戸
）、
75
楽
太
平
（
大
寧
中
衛
副
千
戸
）、
79
王

福
（
東
勝
左
衛
副
千
戸
）、
80
単
興
（
東
勝
左
衛
百
戸
）、
85
咬
住
（
興
州
左
屯
衛
指
揮
同
知
）、
86
李
忠
（
通
州
衛
正
千
戸
）、
89
西
友
（
徳
州
衛



土木の変における在華モンゴル人の衛所官軍について

― 185 ―

正
千
戸
）
の
一
五
名
で
あ
る
。
生
還
率
は
わ
ず
か
一
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
た
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
の
衛
所
官
軍
の

大
多
数
は
、
同
じ
民
族
で
あ
る
エ
セ
ン
（
也
先
）
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
攻
撃
を
う
け
て
、
土
木
堡
で
戦
没
し
た
の
で
あ
る
。

　

生
還
者
の
中
で
異
色
な
の
は
、
興
州
左
屯
衛
指
揮
同
知
で
あ
っ
た
85
咬
住
で
あ
る
。『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
六
七
册
所
収
の
『
興
州

左
屯
衛
選
簿
』
楊
文
英
の
条
の
咬
住
に
関
す
る
記
述
の
中
に
、

卯
失
剌
、
嫡
長
男
に
係
り
、
七
年
優
せ
ら
れ
、
十
五
年
襲
ぐ
。
洪
煕
元
年
大
松
林
に
て
胡
寇
を
征
掃
し
斬
首
し
て
功
有
り
、
指
揮

同
知
に
陞
せ
ら
る
。
故し

す
。
咬
住
、
嫡
長
男
に
係
り
、
優
せ
ら
る
。
十
二
年
襲
ぐ
。
正
統
十
四
年
征
進
し
て
虜
せ
ら
る
。
嗣
無
し
。

六
十
、
親
弟
に
係
り
、
本
年
襲
ぐ
。
咬
住
、
景
泰
元
年
虜
中
よ
り
走
回
し
て
回
復
し
、
指
揮
同
知
を
襲
ぐ
も
、
前
の
迤
北
の
功
に

因
り
て
指
揮
使
に
陞
せ
ら
る
。
弘
治
八
年
故
す
。

と
あ
り
、
咬
住
は
土
木
堡
で
捕
虜
と
な
っ
た
が
、
翌
年
京
師
に
帰
り
着
き
、
興
州
左
屯
衛
指
揮
同
知
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。
走
回
は

逃
げ
帰
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
走
の
逃
げ
る
と
い
う
用
法
の
使
用
例
で
は
、『
南
斉
書
』
巻
二
六
、
王
敬
則
伝
に
、「
檀
公
の
三
十

六
策
、
走
ぐ
る
は
是
れ
上
計
な
り
。」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
逃
回
し
て
生
還
し
た
咬
住
は
、
興
州
左
屯
衛
指
揮
同
知
に
復
帰
し
た

後
、「
前
の
迤
北
の
功
」
と
い
う
こ
と
で
指
揮
使
に
陞
格
し
た
。
こ
の
「
迤
北
の
功
」
の
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
咬
住
が
逃
げ

帰
っ
た
の
と
同
じ
景
泰
元
年
（
一
四
五
〇
）
の
八
月
十
五
日
、
ま
る
一
年
の
間
捕
囚
の
時
を
過
ご
し
た
英
宗
も
京
師
に
戻
っ
て
き
た
。
英

宗
の
回
鑾
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
英
宗
が
そ
の
ま
ま
南
宮
に
移
さ
れ
、
こ
こ
で
も
軟
禁
さ
れ
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

た
こ
と
は
著
名
な
こ
と
で
、
贅
言
す
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。



― 186 ―

　

咬
住
の
帰
還
と
原
衛
復
帰
が
英
宗
の
回
鑾
に
随
行
し
た
者
で
あ
れ
ば
、「
走
回
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
変
後
の
親
征
軍
関
係

者
へ
の
景
泰
政
権
の
処
遇
は
冷
淡
で
あ
っ
た
。
一
年
間
の
捕
囚
生
活
に
お
い
て
英
宗
に
終
始
扈
従
し
た
錦
衣
衛
校
尉
の
袁
彬
に
対
し
て

で
さ
え
、
英
宗
の
回
鑾
に
従
っ
て
帰
還
し
た
あ
と
、
わ
ず
か
に
試
百
戸
を
授
け
た
に
す
ぎ
な
い）
14
（

。
そ
れ
に
比
し
て
、
咬
住
は
帰
還
後
し

ば
ら
く
し
て
指
揮
同
知
か
ら
指
揮
使
に
陞
進
し
て
い
る
。
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
を
み
る
と
、

戦
没
し
た
者
に
し
て
も
生
き
て
回
還
し
た
者
に
し
て
も
、
そ
の
後
の
衛
所
官
職
の
襲
替
で
は
陞
進
の
事
例
は
一
例
も
な
い
。
咬
住
自
身

は
陞
進
し
た
が
、
弘
治
八
年
（
一
四
九
五
）
に
死
去
し
た
あ
と
、
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
嫡
長
孫
の
楊
通
が
世
襲
し
た
の
は
も
と
の
指
揮

同
知
で
あ
っ
た
。
咬
住
が
う
け
た
指
揮
使
と
い
う
職
官
は
、
一
代
限
り
の
流
官
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
流
官
を
授
け
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
一
年
間
近
く
モ
ン
ゴ
ル
に
抑
留
さ
れ
て
い
て
知
り
え
た
モ
ン
ゴ
ル
内
部
の
政
治
的

軍
事
的
情
報
を
、
咬
住
が
明
朝
に
報
告
・
提
供
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
英
宗
実
録
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
逃
回
者
の
も
た
ら

し
た
情
報
を
上
奏
文
に
引
用
し
た
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る）
15
（

。
咬
住
の
帰
還
は
英
宗
回
鑾
と
同
年
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
前
で

あ
っ
た
か
後
で
あ
っ
た
か
は
判
断
し
が
た
い
。
英
宗
の
回
鑾
に
よ
っ
て
、
そ
の
従
行
者
も
全
て
帰
還
で
き
た
訳
で
は
な
く
、
残
留
さ
せ

ら
れ
た
明
人
も
数
多
く
い
た
か
ら
で
あ
る）
16
（

。

　

土
木
の
変
の
直
後
、
上
記
に
お
い
て
ふ
れ
た
よ
う
に
、
生
き
て
中
国
に
帰
還
し
た
者
も
い
た
が
、
戦
没
し
た
者
と
同
じ
く
、
か
れ
ら

も
ま
た
衛
所
官
職
を
交
替
し
て
い
る
。
そ
の
襲
替
時
期
は
殆
ど
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
九
月
・
十
月
に
集
中
し
て
い
る
。
戦
没
者
の

場
合
は
と
も
か
く
も
、
生
還
者
も
変
後
早
い
時
期
に
衛
所
官
職
の
襲
替
が
な
さ
れ
た
の
は
、
85
咬
住
を
除
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
15
劉
清

（
征
傷
故
）、
16
王
定
住
（
征
傷
）、
20
蔡
勝
（
老
疾
）、
27
完
者
禿
（
回
還
）、
35
千
家
奴
（
老
疾
）、
39
陳
貴
（
征
傷
）、
42
王
真
（
征
傷
）、
60

韓
七
十
（
傷
故
）、
61
余
真
（
征
傷
）、
75
楽
太
平
（
征
傷
）、
79
王
福
（
征
傷
）、
80
単
興
（
征
傷
故
）、
86
李
忠
（
征
傷
）、
89
西
友
（
征
傷
）
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と
負
傷
し
た
り
老
齢
で
疾
病
を
抱
え
て
い
た
り
と
、
現
職
に
留
ま
っ
て
も
武
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
到
底
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
27
完
者
禿
の
よ
う
に
、
回
還
後
も
特
段
の
疾
病
・
負
傷
は
負
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
土
木
堡
で
の

苛
烈
な
体
験
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
、
職
務
を
続
け
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
る
よ
う
な
精
神
的
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
戦
没
者
に
せ
よ
生
還
者
に
せ
よ
、
そ
の
後
継
が
襲
替
し
た
の
は
、
親
征
軍
に
参
加
し
た
衛
所
官
が
帯
び
て
い
た
職
官
で
あ
り
、
そ

こ
で
は
陞
格
は
絶
無
で
あ
る
。
30
師
勝
は
流
官
の
都
指
揮
僉
事
で
あ
っ
た
が）
17
（

、
あ
と
を
襲
い
だ
親
弟
の
師
栄
に
授
け
ら
れ
た
の
は
祖
職

の
指
揮
使
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
土
木
の
変
の
翌
年
に
モ
ン
ゴ
ル
営
中
か
ら
「
走
回
」
し
た
85
咬
住
は
、
変
後
も
四
七
年
の
長
き
に
亘
っ

て
指
揮
使
の
地
位
に
い
た
。
い
っ
た
い
、
85
咬
住
は
何
歳
の
と
き
、
土
木
の
変
に
際
会
し
、
そ
の
没
年
は
何
歳
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
前
掲
『
興
州
左
屯
衛
選
簿
』
楊
文
英
の
条
に
み
え
る
咬
住
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
そ
れ
ら
の
年
齢
は
算
出
で
き
る
。
咬
住
の
記
事
は
、

　
（
あ
）
優
せ
ら
る
。

　
（
い
）
十
二
年
襲
ぐ
。

　
（
う
）
正
統
十
四
年
征
進
し
て
虜
せ
ら
る
。

　
（
え
）
嗣
無
し
。
六
十
、
親
弟
に
係
り
、
本
年
襲
ぐ
。

　
（
お
）
咬
住
、
景
泰
元
年
虜
中
よ
り
走
回
し
て
回
復
し
、
指
揮
同
知
を
襲
ぐ
も
、
前
の
迤
北
の
功
に
因
り
て
指
揮
使
に
陞
せ
ら
る
。

　
（
か
）
弘
治
八
年
故
す
。

に
分
解
で
き
る
。
こ
の
中
で
年
齢
算
出
を
可
能
に
す
る
の
は
（
あ
）
と
（
い
）
で
あ
る
。（
あ
）
の
「
優
」
と
は
優
給
の
こ
と
で
、
衛
所

官
職
の
現
任
者
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
死
亡
し
た
り
、
ま
た
老
年
に
な
っ
た
り
し
て
、
そ
の
世
襲
が
行
わ
れ
る
際
は
、
そ
の
あ
と
を
襲
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ぐ
べ
き
舎
人
が
幼
少
で
あ
っ
た
場
合
、
実
務
は
免
除
さ
れ
、
俸
給
だ
け
が
全
俸
優
給
さ
れ
た
。
そ
の
期
間
は
靖
難
の
役
以
後
は
二
通
り

あ
り
、
新
官
の
子
孫
は
優
給
終
了
十
五
歳
、
世
襲
開
始
十
六
歳
で
、
旧
官
の
子
孫
は
優
給
終
了
十
四
歳
、
世
襲
開
始
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

新
官
と
は
靖
難
の
役
に
お
い
て
建
文
帝
麾
下
の
衛
所
官
で
あ
っ
た
者
、
旧
官
は
靖
難
の
役
以
前
と
そ
の
終
息
後
に
功
労
あ
る
衛
所
官
と

に
区
別
さ
れ
、
建
文
軍
に
参
陣
し
た
衛
所
官
軍
は
旧
官
に
入
れ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
咬
住
が
卯
失
剌
の
嫡
長
男
と
し
て
指
揮
同
知

を
世
襲
す
る
に
あ
た
り
幼
年
で
あ
っ
た
た
め
に
優
給
制
度
の
恩
恵
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
優
給
が
終
わ
り
、
指
揮
同
知
を
世
襲
し
た
時

の
年
齢
が
判
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
事
項
の
繋
年
も
自
ず
と
氷
解
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
咬
住
は
何
歳
で
優
給
が
終
了
し
た
の
か
。
十
五
歳
か
、
十
四
歳
か
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

咬
住
が
新
官
、
旧
官
、
そ
の
い
ず
れ
の
子
孫
で
あ
っ
た
か
と
言
い
換
え
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
咬
住
の
先
祖
と
靖
難
の
役
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
前
掲
『
興
州
左
屯
衛
選
簿
』
楊
文
英
の
条
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

楊
承
爵
、
年
三
十
七
歳
、
興
州
左
屯
衛
指
揮
同
知
、
山
後
人
。
祖
の
者
顔
台
、
洪
武
二
十
一
年
帰
附
従
軍
す
。
三
十
二
年
総
旗
に

陞
せ
ら
る
。
鄭
村

の
功
も
て
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
三
十
三
年
白
溝
河
・
済
南
の
功
も
て
副
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
三
十
四
年
夾
河
・

藁
城
の
功
も
て
正
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
故
す
。
者
兒
瓦
反
、
嫡
長
男
に
係
る
。
応
天
に
克
つ
の
頭
功
も
て
指
揮
僉
事
に
陞
せ
ら
る
。

　

こ
こ
に
は
、
祖
の
者
顔
台
と
そ
の
嫡
長
男
た
る
者
兒
瓦
反
が
靖
難
の
役
の
最
中
に
関
わ
っ
た
鄭
村

以
後
の
会
戦
地
の
名
が
み
え
、

そ
れ
に
よ
っ
て
単
な
る
軍
士
で
あ
っ
た
者
顔
台
は
在
世
中
に
正
千
戸
に
ま
で
累
陞
し
、
者
兒
瓦
反
の
と
き
に
指
揮
僉
事
に
陞
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
靖
難
の
役
で
累
陞
し
た
の
は
燕
王
に
付
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
靖
難
の
役
終
息
後
新
官
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と
し
て
遇
さ
れ
る
人
で
あ
っ
た）
18
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
咬
住
は
新
官
の
子
孫
で
あ
り
、
そ
の
優
給
終
了
年
齢
は
十
五
歳
、
し
た
が
っ
て
、

正
統
十
二
年
（
一
四
四
七
）
に
十
六
歳
の
と
き
に
指
揮
同
知
を
襲
ぎ
、
そ
の
二
年
後
の
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）、
英
宗
の
親
征
軍
に
組

み
込
ま
れ
て
土
木
の
変
に
遭
遇
し
た
。
年
十
八
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
逃
回
し
た
と
き
に
は
十
九
歳
。
モ
ン
ゴ
ル
抑
留
中
、
親
弟

が
借
職
し
て
い
た
指
揮
同
知
の
職
を
取
り
戻
す
と
、
指
揮
使
に
陞
せ
ら
れ
、
弘
治
八
年
（
一
四
九
五
）
に
六
十
四
歳
で
没
す
る
ま
で
指
揮

使
の
地
位
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
咬
住
に
と
っ
て
の
「
優
」
と
い
う
一
文
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
解
明
す
る
と
、
そ
の
没
年
、

さ
ら
に
は
生
年
が
宣
徳
七
年
（
一
四
三
二
）
で
あ
っ
た
こ
と
ま
で
判
明
す
る
。

　

咬
住
が
土
木
堡
の
戦
場
で
戦
没
せ
ず
に
モ
ン
ゴ
ル
に
捕
虜
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
脱
回
し
て
原
衛
に
復
帰
し
て
六
十
四
歳
ま

で
指
揮
使
の
地
位
に
あ
っ
て
天
寿
を
全
う
し
た
の
は
、
き
わ
め
て
異
数
の
例
外
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
親
征
軍
に
従
行
し
た
モ
ン
ゴ
ル

人
衛
所
官
軍
の
多
く
が
戦
没
す
る
か
、
辛
う
じ
て
生
還
を
果
た
す
も
、
す
ぐ
に
後
継
の
者
と
衛
所
官
職
を
交
替
し
た
の
で
あ
る
。
親
征

軍
中
に
多
く
含
ま
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
と
い
う
一
面
だ
け
を
切
り
取
れ
ば
、
衛
所
組
織
の
一
員
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
、
土
木

の
変
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
住
む
同
じ
民
族
と
干
戈
を
交
え
、
そ
の
結
果
屍
の
山
と
血
の
河
の
惨
状
を
呈
す
る
と
い
う
悲
劇
的
な
事
変
で

あ
っ
た
。

Ⅲ　

新
官
・
旧
官
制
か
ら
み
た
特
徴

　

英
宗
の
親
征
軍
の
性
格
を
窺
管
す
る
上
で
モ
ン
ゴ
ル
人
の
衛
所
官
軍
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
が
、
そ

の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
に
つ
い
て
は
、
衛
所
官
の
性
格
か
ら
も
特
筆
す
べ
き
特
徴
が
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
の
由
来
を
探
る
と
、

圧
倒
的
に
新
官
の
子
孫
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
人
が
新
官
の
子
孫
な
の
か
、
そ
れ
と
も
旧
官
の
子
孫
な
の
か
を
判
定
す
る
基
準
と
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方
法
は
、
厳
密
で
な
け
れ
ば
過
誤
を
起
こ
す
可
能
性
な
し
と
は
し
な
い
。
そ
こ
で
、
私
が
考
案
し
た
方
法
に
つ
い
て
は
、
註
（
₇
）
に

掲
出
し
た
拙
著
に
詳
し
く
論
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
で
も
っ
て
識
別
し
た
の
が
付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官

軍
関
係
表
」
の
「
新
官
の
有
無
」
と
い
う
項
目
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
全
例
九
六
件
の
中
で
、
旧
官
で
あ
る
と
認
定
で
き
る
事
例
と
新

官
と
も
旧
官
と
も
判
別
す
る
記
述
に
欠
け
る
事
例
を
不
明
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、

旧
官　
　

05
・
48
・
52
・
86

不
明　
　

 

04
・
15
・
16
・
21
・
25
・
31
・
32
・
33
・
43
・
50
・
55
・
57
・
60
・
61
・
66
・
71
・
72
・
75
・
87
・
88
・
89
・
90
・
92
・

93
・
95
・
96

と
な
り
、
旧
官
は
四
事
例
、
不
明
は
二
六
事
例
と
な
り
、
新
官
の
事
例
は
六
六
例
検
出
で
き
る
。
と
す
る
と
、
親
征
軍
中
の
モ
ン
ゴ
ル

人
衛
所
官
軍
の
中
で
、
新
官
の
子
孫
は
全
体
の
六
八
・
五
％
、
新
官
と
旧
官
と
の
比
に
限
定
す
れ
ば
、
新
官
の
子
孫
は
九
四
・
二
％
、

そ
れ
に
対
し
て
、
旧
官
の
子
孫
は
わ
ず
か
五
・
七
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
著
明
な
懸
隔
は
、
単
に
史
料
の
残
存
性
に
帰
す
べ
き

で
は
な
く
、
現
実
的
な
実
態
を
反
映
し
た
も
の
と
思
量
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
で
の
典
拠
と
な
っ
た
各
衛
選
簿
か
ら
当
該
モ
ン
ゴ
ル
人
が
靖
難
の
役
に
際
し
て
燕
王
軍
に
加
わ
る
以
前

の
由
来
を
み
て
い
く
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

年
次
別

○
戊
戌
年
（
一
三
五
八
）

　
　

81
「
充
軍
、
三
年
併
鎗
陞
小
旗
」

○
呉
元
年
（
一
三
六
七
）
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46
「
充
永
平
衛
軍
」

○
洪
武
二
年
（
一
三
六
九
）

　
　

11
「
帰
附
」　　

36
「
充
軍
、
征
和
林
省
陣
亡
」　　

53
「
軍
」

○
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）

　
　

54
「
軍
」　　

63
「
充
密
雲
衛
左
所
軍
」　　

79
「
従
軍
」　　

82
「
充
密
雲
衛
左
所
軍
」　　

83
「
軍
」

○
洪
武
四
年
（
一
三
七
一
）

　
　

18
「
従
軍
」　　

20
「
充
大
興
右
衛
」　　

24
「
充
軍
」　　

26
「
帰
附
従
軍
、
発
大
興
右
衛
」　　

40
「
充
小
旗
」　　

41
「
従
軍
」

　
　

42
「
充
軍
」　　

51
「
充
軍
」　　

69
「
充
軍
」　　

94
「
従
軍
」

○
洪
武
五
年
（
一
三
七
二
）

　
　

01
「
充
軍
」　　

47
「
充
軍
」

○
洪
武
六
年
（
一
三
七
三
）

　
　

30
「
充
軍
」　　

34
「
充
軍
」

○
洪
武
十
年
（
一
三
七
七
）

　
　

02
「
軍
」

○
洪
武
十
四
年
（
一
三
八
一
）

　
　

23
「
軍
」

○
洪
武
十
六
年
（
一
三
八
三
）
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03
「
軍
」

○
洪
武
十
七
年
（
一
三
八
四
）

　
　

07
「
充
軍
」

○
洪
武
二
十
年
（
一
三
八
七
）

12
「
従
軍
」　　

22
「
軍
」　　

28
「
軍
」　　

59
「
帰
附
撥
永
平
衛
左
所
小
旗
」　　

68
「
帰
附
撥
通
州
衛
後
所
」　　

78
「
編
充
永

平
衛
軍
」　　

84
「
従
軍
」

○
洪
武
二
十
一
年
（
一
三
八
八
）

09
「
帰
附
」　　

10
「
帰
附
燕
山
右
衛
左
所
軍
」　　

27
「
充
燕
山
右
護
衛
」　　

64
「
編
充
小
旗
」　　

65
「
撥
充
憮
州
守
禦
所
小

旗
」　　

73
「
軍
」　　

76
「
軍
」　　

77
「
従
軍
、
二
十
二
年
撥
大
寧
左
衛
後
所
」　　

85
「
帰
附
従
軍
」　　

91
「
充
軍
」

○
洪
武
二
十
二
年
（
一
三
八
九
）

　
　

13
「
充
燕
山
右
護
衛
」　　

19
「
充
燕
山
右
護
衛
」　　

37
「
帰
附
」　　

45
「
充
軍
、
三
十
二
年
擒
拏
布
政
張
芮
」

○
洪
武
二
十
三
年
（
一
三
九
〇
）

　
　

17
「
充
軍
」　　

29
「
充
軍
」　　

35
「
帰
附
軍
」

○
洪
武
三
十
一
年
（
一
三
九
八
）

　
　

38
「
軍
」

そ
の
他

○
年
次
不
明
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08
「
斡
耳
朶
人
、
内
馬
房
勇
士
」　　

14
「
軍
」　　

49
「
充
通
州
衛
右
所
軍
」

○
全
て
不
明

　
　

06
・
39
・
44
・
56
・
58
・
67
・
70
・
74
・
80
・
96

　

元
朝
の
瓦
解
、
明
朝
の
成
立
と
い
う
王
朝
交
替
の
後
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
中
国
に
在
住
し
た
の
は
、
お
よ
そ

①
元
朝
の
最
後
の
皇
帝
順
帝
の
首
都
大
都
脱
出
に
随
行
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
中
国
に
崩
壊
後
も
残
留
し
た
、

②
中
国
か
ら
一
旦
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
帰
着
し
た
も
の
の
、
再
度
中
国
に
戻
っ
た
、

③
明
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
遠
征
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
中
国
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
、

の
三
通
り
で
あ
っ
た
と
思
量
さ
れ
る
。
英
宗
の
親
征
軍
中
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
軍
で
新
官
の
子
孫
と
認
定
で
き
る
者
の
祖
の
衛
所
入
籍

の
契
機
は
、
大
体
に
お
い
て
上
記
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
に
も
と
づ
く
新
官
事
例
の
中
で
、
洪
武
帝
の
麾
下
に
入
っ
た
事
例
は

戊
戌
（
一
三
五
八
）、
つ
ま
り
明
朝
成
立
の
一
〇
年
前
の
未
だ
群
雄
の
一
人
に
す
ぎ
な
い
朱
元
璋
の
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
充
軍
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
「
垜
集
充
軍
」
の
こ
と
あ
る
。
衛
所
の
軍
士
は
軍
戸
と
い
う
籍
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
の
軍
籍
へ
の
入
籍
は
、『
明

史
』
巻
九
〇
、
兵
志
二
、
衛
所
に
よ
る
と
、（
イ
）
従
征
（
太
祖
起
兵
時
の
基
本
部
隊
）、（
ロ
）
帰
附
（
明
初
削
平
さ
れ
た
群
雄
の
部
隊
及
び
元

朝
の
降
軍
）、（
ハ
）
謫
戍
（
犯
罪
に
よ
っ
て
軍
に
落
と
さ
れ
た
者
）、（
ニ
）
垜
集
は
（
民
間
か
ら
徴
集
）
等
の
方
法
が
あ
っ
た
。
上
記
の
新
官
事

例
六
六
に
み
え
る
衛
所
へ
の
入
籍
理
由
は
、「
帰
附
」、「
充
軍
」、「
帰
附
従
軍
」
と
多
様
で
あ
る
の
で
、『
明
史
』
の
分
類
に
よ
っ
て
截

然
と
区
分
け
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
単
に
「
軍
」
と
あ
る
の
は
「
従
軍
」、「
充
軍
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
戊
戌
年
（
一
三
五
八
）
や

呉
元
年
（
一
三
六
七
）
に
「
充
軍
」
の
事
例
を
み
る
こ
と
は
、
洪
武
帝
が
即
位
以
前
か
ら
自
勢
力
拡
大
の
た
め
に
民
間
か
ら
軍
士
を
強
制
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的
に
徴
集
し
、
自
軍
の
勢
力
強
化
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
す
る
「
帰
附
」
や
「
充
軍
」
と
い
う
衛
所
入
籍
の
実
態
は
、
洪
武
時
代
の
前
半
期
と
後
半
期
と
で
は

か
な
り
様
相
を
異
に
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
半
期
に
な
る
と
頻
出
す
る
「
帰
附
」
と
「
充
軍
」
は
、
前
者
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
中

国
在
住
の
理
由
と
し
て
の
②
に
、
後
者
は
③
、
と
り
わ
け
明
軍
が
モ
ン
ゴ
ル
に
大
打
撃
を
与
え
た
洪
武
二
十
年
（
一
三
八
七
）
お
よ
び
二

十
一
年
（
一
三
八
八
）
の
会
戦）
19
（

で
捕
虜
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
そ
れ
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
。

　

な
お
、
年
次
不
明
の
08
「
斡
耳
朶
人
、
内
馬
房
勇
士
」
に
み
え
る
「
斡
耳
朶
」
と
は
、
遼
金
元
の
記
録
に
み
え
る
用
語
で
、
天
子
の

宮
殿
、
そ
れ
か
ら
派
生
し
て
行
宮
、
官
衙
を
表
す
オ
ル
ダ
（O

rda, O
rdu, O

rdo

）
の
対
訳
で
あ
る
。

　

付
表
①
「
土
木
の
変
と
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
関
係
表
」
に
み
え
る
モ
ン
ゴ
ル
人
で
衛
所
入
籍
の
最
初
か
ら
官
品
を
有
す
る
衛

所
官
職
に
任
じ
ら
れ
た
者
は
一
例
も
な
い
。
小
旗
に
充
て
ら
れ
た
事
例
は
、
洪
武
二
十
年
（
一
三
八
七
）
以
降
59
・
64
・
65
の
三
例
が
あ

る
の
み
で
、
お
し
な
べ
て
モ
ン
ゴ
ル
人
の
衛
所
入
籍
に
あ
っ
て
は
最
下
の
位
置
に
あ
る
軍
士
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
モ

ン
ゴ
ル
人
衛
所
軍
に
と
っ
て
、
靖
難
の
役
の
勃
発
は
累
陞
す
る
千
載
一
遇
の
大
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
。
実
際
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
軍

士
の
地
位
を
脱
し
て
衛
所
官
に
累
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
靖
難
の
役
前
の
か
れ
ら
の
所
属
衛
所
が
判
る
事
例
は
、
き
わ
め
て
少
な

い
が
、
判
明
す
る
分
を
整
理
す
る
と
、

永
平
衛　
　
　
　

46
・
59
・
78

密
雲
衛　
　
　
　

63
・
82

大
興
右
衛　
　
　

20
・
26

大
寧
左
衛　
　
　

77
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通
州
衛　
　
　
　

49
・
68

燕
山
右
衛　
　
　

10

燕
山
右
護
衛　
　

13
・
19
・
27

憮
州
守
禦
所　
　

64

と
な
る
。
こ
こ
に
み
え
る
衛
所
の
中
で
、
江
西
に
置
か
れ
た
憮
州
守
禦
所
以
外
は
、
い
ず
れ
も
燕
王
府
附
近
に
設
置
さ
れ
た
衛
所
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
靖
難
の
役
が
終
息
し
、
永
楽
政
権
が
成
立
す
る
と
、
金
吾
左
衛
・
金
吾
右
衛
・
羽
林
前
衛
・
燕
山
左
衛
・
燕
山

右
衛
・
燕
山
前
衛
・
大
興
左
衛
・
済
陽
衛
・
済
州
衛
・
通
州
衛
の
「
十
衛
」
を
親
軍
衛
と
し
て
増
設
し
た
。
こ
れ
ら
と
右
の
永
平
衛
以

下
の
六
衛
と
対
比
す
る
と
、
通
州
衛
と
燕
山
右
衛
が
重
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
靖
難
の
役
後
に
親
軍
衛
と
な
る
衛
所
へ
の
モ

ン
ゴ
ル
人
の
入
籍
は
少
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
親
軍
衛
の
金
吾
右
衛
の
前
身
は
燕
山
右
護
衛
で
あ
り
、
さ
ら
に
燕

山
右
護
衛
は
洪
武
十
三
年
（
一
三
八
一
）
の
燕
王
府
創
設
と
之
国
（
就
藩
）
に
際
し
て
、
既
設
の
大
興
右
衛
を
改
編
し
た
も
の
で
あ
っ
た）
20
（

。

し
た
が
っ
て
、
洪
武
十
三
年
（
一
三
八
一
）
を
境
に
大
興
右
衛
の
事
例
が
一
例
も
な
い
の
は
蓋
し
当
然
の
事
で
あ
っ
た
。
大
興
右
衛
20
・

26
、
大
寧
左
衛
77
、
通
州
衛
49
・
68
、
燕
山
右
衛
10
の
六
事
例
の
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
軍
士
た
ち
は
、
洪
武
帝
の
崩
御
後
ほ
ど
な
く
し
て

起
き
た
靖
難
の
役
に
お
い
て
燕
王
軍
の
中
核
を
な
し
た
衛
所
に
い
て
累
陞
す
る
契
機
を
掴
ん
だ
の
で
あ
る
。
靖
難
の
役
が
終
息
し
、
永

楽
政
権
が
成
立
し
た
後
、
全
国
的
規
模
で
行
わ
れ
た
移
衛
政
策
で
、
か
れ
ら
も
ま
た
原
衛
か
ら
別
な
衛
所
へ
の
移
衛
が
あ
っ
た
事
例
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
に
ふ
れ
た
、
親
軍
衛
所
属
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
の
う
ち
、
親
軍
「
二
十
六
衛
」
の
中
で
、

永
楽
帝
が
増
設
し
た
「
十
衛
」
に
所
属
し
た
者
が
八
六
％
の
多
き
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
靖
難
の
役
を
切
っ
掛
け
に
モ
ン
ゴ
ル
出
身

の
軍
士
が
親
軍
衛
の
衛
所
官
に
昇
格
し
た
者
が
か
な
り
多
く
輩
出
し
、
そ
の
子
孫
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の
衛
所
官
職
が
世
襲
さ
れ
て
い
っ
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た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

概
説
書
等
で
は
、
靖
難
の
役
に
お
け
る
朶
顔
衛
や
大
寧
に
い
た
モ
ン
ゴ
ル
騎
兵
軍
団
が
燕
王
に
与
し
て
活
躍
し
た
等
の
記
述
を
よ
く

み
か
け
る
が
、
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
も
、
靖
難
の
役
が
起
き
た
と
き
、
衛
所
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
の
軍
士
が
燕
王

軍
に
与
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
し
か
も
か
れ
ら
の
子
孫
の
多
く
が
英
宗
の
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
て
、
あ
る
者
は
土
木
堡
で
戦
没

し
、
あ
る
者
は
戦
場
か
ら
か
ら
く
も
生
き
の
び
て
帰
還
を
果
た
し
た
、
と
区
々
様
々
で
あ
っ
た
。
土
木
の
変
は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て

は
、
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
の
衛
所
官
軍
に
と
っ
て
は
、
自
己
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
同
じ
く
す
る
者
た
ち
と
戦
う
と
い
う
艱
難
苛
烈

な
事
変
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
七
月
に
明
の
北
辺
を
侵
掠
し
た
エ
セ
ン
（
也
先
）
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
撃
破
す
る
た
め
に
西
進
を
続
け

る
英
宗
親
征
軍
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
姿
を
捕
捉
で
き
ず
、
や
む
な
く
大
同
で
反
転
し
、
一
路
宣
府
を
目
指
し
て
東
還
を
開
始
し
た
の
は
八

月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
八
月
の
酷
暑
の
中
、
親
征
軍
が
土
木
堡
に
到
着
し
た
の
は
十
四
日
。
東
還
を
開
始
し
て
か
ら
一
週
間
余
り

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
悲
劇
は
そ
の
翌
日
に
起
き
た）
21
（

。
こ
こ
で
五
十
万
と
号
す
る
大
軍
が
覆
滅
し
、
泥
梨
（
地
獄
）
の
よ
う
な
戦
場
か

ら
命
か
ら
が
ら
生
き
て
脱
出
し
た
も
の
も
一
部
い
た
が
、
多
く
は
戦
没
し
た
。
こ
れ
は
明
代
の
軍
事
体
制
そ
の
も
の
に
甚
大
な
軍
事
的

打
撃
を
与
え
る
も
の
で
、
変
後
樹
立
さ
れ
た
景
泰
政
権
に
お
い
て
兵
部
尚
書
に
任
用
さ
れ
た
于
謙
は
、
早
速
に
軍
事
制
度
の
改
革
に
乗

り
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
覆
滅
し
た
あ
る
い
は
大
潰
し
た
と
形
容
さ
れ
る
英
宗
の
親
征
軍
中
に
は
多
く
の

モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
が
含
ま
れ
て
い
た
。
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
を
明
示
す
る
史
料
が
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
、
二
〇
〇
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
の
中
に
収
録
さ
れ
た
衛
選
簿
に
は
そ
の
痕
跡
を
示

す
記
述
が
多
く
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
こ
で
、
断
編
残
簡
と
も
い
う
べ
き
記
事
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
記
述
を
集
積
し
て
分
析

す
る
こ
と
で
、
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
て
土
木
堡
で
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
干
戈
を
交
え
た
中
国
在
住
の
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
諸
点
を
検
討
し
た
。
ま
ず
は
そ
の
出
身
地
、
所
属
衛
所
と
そ
の
職
官
、
事
変
時
の
様
相
、
す
な
わ
ち
戦
没
か
生
還
か
、

変
後
の
襲
替
状
況
等
を
考
察
し
、
そ
し
て
最
後
に
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官
軍
を
靖
難
の
役
後
に
制
定
さ
れ
た
新
官
・
旧
官
制
度
に
も
と
づ

い
て
区
分
け
し
た
結
果
、
新
官
の
子
孫
が
圧
倒
的
に
多
い
事
実
を
知
っ
た
。
そ
れ
は
、
靖
難
の
役
で
燕
王
軍
に
与
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
衛

所
軍
士
の
多
く
が
親
軍
衛
の
職
官
に
任
用
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
衛
所
官
職
を
代
々
襲
替
し
て
き
た
子
孫
が
親
軍
衛
の
構
成
員
と
し
て
そ

の
ま
ま
親
征
軍
に
編
制
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
は
多
種
多
様
な
档
案
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
い
ろ
い

ろ
と
分
析
を
加
え
る
な
ら
ば
、
多
く
の
未
知
の
史
実
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
、
わ
ず
か
に
在
華
モ
ン
ゴ
ル
人
衛
所
官

軍
に
と
っ
て
の
土
木
の
変
を
検
討
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後
と
も
『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
の
分
析
・
検
討
を
続
け
、
史
実
の
発
見

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

註
（
1
） 

土
木
の
変
に
至
る
経
過
、
変
時
の
様
相
、
変
後
の
政
治
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
モ
ン
ゴ
ル
に
拉
致
さ
れ
た
中
国
皇
帝　

明
英
宗
の

数
奇
な
る
運
命
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
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（
2
） 

正
統
殉
難
と
い
う
呼
称
の
始
見
例
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
の
呼
称
を
冠
し
た
書
籍
と
し
て
は
王
梓
材
編
の
『
王
光
禄
正
統
殉

難
事
略
』
が
あ
る
。
王
光
禄
は
浙
江
寧
波
鄞
県
の
人
で
、
北
京
光
禄
寺
の
大
官
署
監
事
の
と
き
英
宗
の
親
征
軍
に
扈
従
し
て
戦
没
し
て
い
る
。

（
3
） 
『
英
宗
実
録
』
正
統
十
四
年
八
月
壬
戌
の
条
。

（
4
） 
劉
定
之
『
否
泰
録
』。
劉
定
之
は
江
西
吉
安
府
永
新
県
の
人
。
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
の
会
試
第
一
、
殿
試
及
第
で
編
修
を
授
け
ら
れ
、
の

ち
礼
部
左
侍
郎
等
を
経
て
文
淵
閣
に
入
直
し
た
。
伝
は
『
明
史
』
巻
一
七
六
に
あ
る
。

（
5
） 

許
宗
魯
『
少
華
山
人
集
』
前
集
巻
一
〇
、
七
言
律
詩
、「
変
事
二
十
首
」
其
十
八
。
許
宗
魯
は
陝
西
西
安
府
咸
寧
県
の
人
。
正
徳
十
二
年
（
一

五
一
七
）
の
進
士
。
庶
吉
士
に
選
ば
れ
、
監
察
御
史
、
湖
広
学
政
等
を
歴
任
し
た
。

（
6
） 

山
後
人
の
読
み
方
は
、
薛
綬
と
同
様
に
土
木
の
変
で
陣
亡
し
た
、
例
え
ば
張
輔
の
卒
伝
に
、「
張
輔
、
字
文
弼
、
河
南
祥
符
県
の
人
。
河
南
忠

武
王
玉
の
子
。」（『
英
宗
実
録
』
正
統
十
四
年
八
月
壬
戌
の
条
）
の
よ
う
に
、
卒
伝
・
列
伝
に
み
え
る
そ
の
出
身
地
の
読
み
方
と
同
じ
く
、「
山

後
の
人
」
と
読
ん
だ
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
敢
え
て
「
山
後
人
」
と
読
解
し
た
の
は
、
我
が
国
に
お
い
て
初
め
て
衛
選
簿
を
紹

介
さ
れ
た
牧
野
巽
氏
「
明
青
州
左
衛
選
簿
に
つ
い
て
」（『
岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
』
同
事
業
会
編
・
刊
、
一
九
六
三
年
）
の
読
み
方
に

倣
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
牧
野
氏
は
、
そ
の
論
中
で
「
こ
の
選
簿
を
精
細
に
調
べ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は

注
目
さ
れ
る
こ
と
二
つ
だ
け
を
記
し
て
お
こ
う
。
そ
の
第
一
は
蒙
古
人
が
か
な
り
多
数
に
軍
官
を
世
襲
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
蒙
古
人
は
普

通
本
籍
を
山
後
人
と
記
す
る
形
で
現
れ
る
」
と
し
、「
山
後
の
人
」
と
せ
ず
、「
山
後
人
」
と
さ
れ
て
い
る
（
牧
野
巽
、
前
掲
論
文
、
八
五
三
頁
）。

（
7
） 

新
官
と
旧
官
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）「
前
編
第
二
部
第
五
章　

新
官
と
旧
官
」、

同
『
明
朝
档
案
が
開
く
新
地
平
―
明
代
軍
事
・
変
乱
史
研
究
の
新
階
梯
―（
人
文
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
34
）』（
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇

一
七
年
）
参
照
。

（
8
） 

拙
稿
「
土
木
の
変
と
地
方
軍
―
班
軍
番
上
の
視
点
か
ら
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
六
一
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
9
） 

例
え
ば
、
明
末
の
人
で
あ
る
茅
元
儀
の
撰
に
な
る
著
名
な
『
武
備
志
』
巻
二
〇
五
に
引
か
れ
た
兵
略
に
は
、「
擦
汗
兒
達
子
大
部
落
、
山
後
地

名
阿
力
素
等
処
住
牧
、
係
遼
東
・
遼
西
辺
外
、
離
辺
三
百
里
、
近
奴
兒
哈
赤
。」
と
あ
る
。「
察
哈
爾
部
の
変
遷
」
な
る
雄
篇
（『
東
亜
史
研
究

（
蒙
古
篇
）』
東
洋
文
庫
、
一
九
五
九
年
）
を
書
か
れ
た
和
田
清
氏
は
、『
武
備
志
』
に
引
か
れ
た
兵
略
の
こ
の
一
節
を
引
用
し
、「
擦
汗
兒
達
子

と
は
即
ち
蒙
古
察
哈
爾
部
の
義
で
あ
っ
て
、
山
後
と
い
ふ
の
は
察
哈
爾
部
落
を
今
の
土
黙
特
部
の
北
境
を
限
る
松
嶺
山
脈
に
よ
っ
て
山
前
山
後

に
分
っ
た
も
の
で
あ
り
、
山
後
の
大
部
落
は
即
ち
可
汗
の
本
部
で
あ
る
」（
五
四
四
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
松
嶺
山
脈
と
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は
、
遼
寧
省
の
南
西
部
、
大
凌
河
の
南
東
側
、
義
県
か
ら
山
海
関
の
間
に
あ
る
約
四
〇
〇
㎞
に
わ
た
る
山
脈
で
あ
る
。
ま
た
『
皇
明
経
世
文
編
』

巻
二
二
九
に
収
録
す
る
陳
給
諫
奏
疏
の
「
厳
武
備
以
壯
国
威
疏
」
に
は
、「
国
初
、
嘗
て
永
平
以
北
の
山
後
に
大
寧
都
司
を
置
き
、
興
営
義
会
等

衛
を
統
べ
、
以
て
其
の
地
を
守
る
も
、
後
に
朶
顏
等
部
恭
順
の
故
を
以
て
、
大
寧
都
司
を
移
し
、
属
す
る
所
の
衛
を
保
定
等
処
に
并
せ
、
其
の

地
を
空
に
し
て
之
に
与
え
、
以
て
我
が
東
北
外
の
藩
籬
と
為
し
、
之
を
し
て
東
は
女
直
を
捍
ぎ
、
北
は
蒙
古
を
捍
が
し
む
」
と
み
え
る
。
兀
良

哈
三
衛
が
占
め
た
長
城
外
を
「
山
後
」
と
称
し
て
い
る
。
な
お
、
和
田
清
編
『
明
史
食
貨
志
訳
註
（
上
巻
）』（
東
洋
文
庫
、
一
九
五
七
年
）
で

は
、「
山
後
と
は
、
北
京
の
背
後
を
東
北
か
ら
西
南
に
走
る
山
脈
の
西
北
部
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
高
原
に
続
く
一
帯
。」（
二
九
頁
）
と
註
さ
れ
て
い

る
。

（
10
） 

哈
剌
哈
に
つ
い
て
、『
国
朝
典
故
』
卷
三
九
に
収
録
さ
れ
た
宋
端
儀
の
『
立
齋
閒
録
』
巻
一
に
、「
藍
玉
、
李
文
忠
の
西
番
に
征
く
に
従
い
、

永
昌
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
洪
武
十
五
年
，
命
ぜ
ら
れ
て
穎
川
侯
傅
友
德
に
副
え
て
雲
南
に
征
く
。
二
十
年
、
北
虜
に
征
き
，
哈
剌
哈
の
地
に
至
り
、

後
に
涼
国
公
に
封
ぜ
ら
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。

（
11
） 

親
軍
衛
の
増
設
過
程
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
順
五
年
の
首
都
騒
乱
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
五
五
号
、
二
〇
一
〇

年
）
参
照
。

（
12
） 

前
掲
拙
稿
「
土
木
の
変
と
地
方
軍
―
班
軍
番
上
の
視
点
か
ら
―
」
五
五
頁
。

（
13
） 

拙
稿
「
謀
反
は
作
ら
れ
る
―
明
宣
徳
朝
の
諸
王
政
策
に
よ
せ
て
―
」（
川
越
泰
博
編
『
様
々
な
る
変
乱
の
中
国
史
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六

年
）
参
照
。

（
14
） 

袁
彬
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
明
代
長
城
の
群
像
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）「
第
二
部
第
三
章　

錦
衣
衛
校
尉
袁
彬
」
参
照
。

（
15
） 

そ
の
事
例
を
一
例
挙
げ
れ
ば
、
英
宗
回
鑾
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
が
閲
し
た
景
泰
二
年
（
一
四
五
一
）
八
月
に
、
兵
部
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
逃
回

し
た
遼
東
の
軍
余
卞
剛
等
の
言
を
引
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
上
奏
し
て
い
る
。「
兵
部
奏
す
ら
く
、
遼
東
軍
余
卞
剛
等
、
虜
中
よ
り
脱
し
逃
回
し

て
言
う
、
也
先
、
黒
松
林
に
在
り
て
牛
車
三
千
余
輌
を
造
り
、
脱
脱
不
花
王
と
議
し
て
、
今
秋
使
臣
三
千
人
を
差
わ
し
て
来
京
し
馬
を
貢
ぎ
、

大
衆
後
に
随
い
中
国
を
窺
探
せ
ん
と
す
、
と
。
宜
し
く
行
在
京
及
び
各
辺
総
兵
等
の
官
は
厳
し
く
隄
備
を
加
え
る
べ
し
。
剛
等
、
能
く
賊
情
を

伝
報
せ
よ
、
宜
し
く
冠
帯
総
旗
を
授
け
ら
れ
る
べ
し
、
と
。
之
に
従
う
。」（『
英
宗
実
録
』
景
泰
二
年
八
月
己
卯
の
条
）。

（
16
） 

錦
衣
衛
軍
匠
で
あ
っ
た
徐
安
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
徐
安
の
波
乱
に
満
ち
た
経
歴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
正
統
殉
難
」
異
聞
（
一
）―
英

宗
回
鑾
後
の
モ
ン
ゴ
ル
残
留
明
人
に
つ
い
て
―
」（『
人
文
研
紀
要
』
五
五
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
明
代
の
軍
匠
に
つ
い
て
―
英
宗
親
征
軍
従
行
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の
銀
匠
徐
安
に
よ
せ
て
―
」（『
山
根
幸
夫
教
授
追
悼
記
念
論
叢
明
代
中
国
の
歴
史
的
位
相
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
17
） 

30
師
勝
は
金
吾
右
衛
の
都
指
揮
僉
事
で
あ
っ
た
。
都
指
揮
僉
事
は
本
来
都
司
職
で
あ
る
が
、
親
軍
衛
で
は
指
揮
使
が
当
該
衛
の
都
指
揮
・
都

指
揮
同
知
・
都
指
揮
僉
事
に
一
代
限
り
の
流
官
と
し
て
任
用
さ
れ
る
こ
と
は
間
々
あ
っ
た
。
金
吾
右
衛
の
事
例
で
い
う
と
、『
英
宗
実
録
』
に

は
、
土
木
の
変
直
後
の
正
統
十
四
年
九
月
癸
卯
の
条
に
、「
金
吾
右
衛
都
指
揮
僉
事
季
鐸
を
陞
し
て
都
指
揮
同
知
と
為
し
、
錦
衣
衞
千
戸
梁
泰
を

指
揮
僉
事
と
為
し
、
人
ご
と
に
鈔
一
百
八
十
錠
・
紵
絲
三
表
裏
を
賜
う
。
随
従
の
官
軍
に
は
人
ご
と
に
鈔
一
百
錠
・
紵
絲
二
表
裏
を
賜
う
。
瓦

剌
に
使
す
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
あ
る
。
因
み
に
季
鐸
は
土
木
の
変
後
、
捕
囚
の
英
宗
に
拝
謁
す
べ
く
モ
ン
ゴ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
最
初
の
使

者
で
あ
る
。
英
宗
を
め
ぐ
る
明
蒙
交
渉
過
程
に
お
い
て
果
た
し
た
季
鐸
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』「
後
編　

政
治
と
軍
事
―
英
宗
回
鑾
を
中
心
と
し
て
―
」
参
照
。

（
18
） 

衛
選
簿
に
お
け
る
新
官
と
旧
官
の
識
別
方
法
に
つ
い
て
は
、
註
（
7
）
の
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
） 

明
代
初
期
の
モ
ン
ゴ
ル
遠
征
に
つ
い
て
は
、
前
掲
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
（
蒙
古
篇
）』
所
収
「
明
初
の
蒙
古
経
略
」
参
照
。

（
20
） 

『
太
祖
実
録
』
洪
武
十
三
年
九
月
庚
戌
の
条
。

（
21
） 

親
征
軍
の
東
還
前
後
の
行
軍
の
日
付
は
、
前
掲
拙
著
『
モ
ン
ゴ
ル
に
拉
致
さ
れ
た
中
国
皇
帝　

明
英
宗
の
数
奇
な
る
運
命
』
三
八
―
四
五
頁
。


